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は じ め に

昭和57年 度 は研究面 において も,ま た事業面 においても,か な り多 忙 な 年 で あ っ

た。 まず研究面 におい ては,昭 和55年 度 より開始 された文部省科学研究費 特定研究

「古文化財に関す る保存科学 と人文 ・自然科学」が 最 終 年 度を迎 え,そ れ ぞれ の研究

が進 渉 した ことであ る。成 果の一例 をあげれば,赤 外線Tvピ 装置 の開発が ある。近

年文 化財 調査 に対す る赤外 線の利 用は普通 のこととな り,多 くの機関 で利用 してい る

が,今 回開 発された装 醗は現場作業に適 しかつ詳細 なデ ータを蓄積で きる点で一頭地

を抜 く性能 を持 っている。 当研究所 でなければ できない開発研究 と してい ささか 自負

す る とともに,共 同研究 な どを通 じて開 発機器が よ り多 くの場合に活用 され ることを

望 む ものである。

研 究交流 の面 につい て述ぺ ると,文 化財保存お よび修復に関す る国際研究集会は,

そ の第6回 として,sネ ス コと共 同 して「木造文化財の保存」をテ ーマ と して行 った。

ユネス コとの共催はは じめての経験 であったが,こ のことは当研究所 の今 日まで の業

績 が高 く評価 された証拠 であって,同 慶にたえない。同時にかか る大規模な研 究集会

を行い得た ことは,当 研究所に とっても将来へ の飛躍に対す る自信 とな った。

い ま日本は行政改革 を最重要課題 としている。臨時行政制度調査会が最終答 申Y'む

け,具 態的審議 を行 った の も57年度 であった。その過程で当研究所 の活動につい ても

種 々の質問 が寄せ られ た。 その質問 の内容やそ こに含 まれていた意見 を謙虚 に聞 き,

文 化財研 究所 のあ り方 の基 本に思 いを到す ところが あった。思 うに研究所は二つ の面

を持 ってい る。ひ とつは文化財を総括 した学術研究の中心的機 関 とな るぺき ことであ

り,も うひ とつはそ こで得 られた成果 を国や地方公共団体ばか りでな く,民 間を も含

めた幅広 い層 に還 元す るこ とである。そ こで社会還元への第一歩 として,ま ず第12回

文 化財保存修復研究協議会(主 題 文化財の紙について)に は,従 来以上 の各方 面に案

内状を送付 した。そ の結果会議室 を満席 とす る程多数の出席者 を得,討 議 も例年に較

べは るかに活 発であった。 この教 訓を基礎に,今 後 もさまざまな方 法で当研 究所の研

究 発展 と成果 の社会還元につ とめ てゆ く所存であ る。

東京国立文化財研究所長

伊 藤 延 男
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9 1沿 革

` 1設 立の経緯

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の前身で あ り母体 とな った

ものは,昭 和5年 に創設 された帝国美術院附属美術 研究所 である。

この美術研究所は,大 正13年7月,故 帝国美術院 長子爵黒 田清輝 の遺 言に より美術

奨励事業 のために出摘 した資金で遺言執行人が選択 決定 した事 業である。す なわ ち遺

言執行人代表伯爵樺 山愛輔は,故 子爵 の遺志に したが ってこの資金 で行 うぺ き事業 の

選定 を伯爵牧野伸顕 に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院 長福 原錬二 郎及 び東京美術学

校長正木直彦 とはか って諸方面 の意見を徴 し,ま た我が国美術 上の必要 に照 らして次

の事業 を行 うこととした。 へ

(1}美 術 に関す る基礎的調査研究機関 として美術研究所 を設 け ること。

② 黒 田子爵 の作 品を陳列 して同子爵 の功績を記念す ること。

㈲ 前二項 の 目的 を達す るために適 当な建物を造営す ること。

(4)事 業成立 の うえは一切 これを政府に寄附す ること。

◎

2年 表

,

6

昭和元年12月 前記の事業を遂行するため委員会が設置され,東 京美術学校長正木

直彦が委員長に就任し,美 術研究所事業について東京美術学校教授矢代幸雄,黒 田

子爵作品陳列について東京美術学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作・

同藤島武二及び大給近清,建 築造営について東京美術学校教授岡田信一郎,会 計事

務について遺言執行人打田伝吉を各委員として事務を分掌進行させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始した。

同 年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリート造,半 地階2階 建,延 面積

1,192㎡ の建物1棟 を起工した(本館)。

同3年9月 前記の建物が竣工したので,美 術研究所開設のため必要な備品・図

書 ・写真等の研究資料を設備し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同 子爾の作品

一1一
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を陳列 した。

同4年5月 遺 言執行人代表者樺山愛輔は,建 物 ・設備 ・研究資料等一 切の外 に

金15万 円をそ えて帝 国美術院長に寄附を願い出た。

同5年6月28日 勅令第125号 によ り帝国美術院に附属美術研究所 が置かれ,東 京美術

学校 長正木直彦が 同研究所の主事に補せ られた。

同 年10月17日 美術研究所開所式を挙行 した。

同7年1月 美術研究所の研究成果 発表 機関 誌 として,定 期 刊行物「美術研究」を

創 刊 した。

同 年4月18日 株式会社 朝 日新聞社よ り明治大 正美術史編纂費 として本年か ら向 う

5ケ 年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝 国美 術院に寄附 したい との申出があ った。

同 年5月26日 帝国美術院は この申出を受理 した。

明治大 正美術史編纂委員会規程を設け,美 術研 究所 は明治 大正美術史の編纂に関す

る峯務 を行 うことにな った。

同9年10月18日

同10年1月28日

同 年4月

同 年6月1日

毎年10月18日 を開所記 念 日と定 めた。

鉄筋 コンク リー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の書庫が竣工 した。

「日本美術年鑑」の編纂事務 を開始 した。

勅令第148号 に よ り美 術研 究所官制 が公布された。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧事務 を開始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 によ り美 術研究所官制中改正 の件が公布 され,従来,帝

国美術院に附置 されていたのを文部大臣 の直轄に改め られた。

同 年11月29日 美術研究所長職務規程,美 術研究所事務分掌規程が制定 された 。

同13年2月12日 木造,平 屋建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝 の作 品,並 びに写真原版を東京都西多摩 郡小宮村谷間家 倉

庫 に疎開 した。

同20年5月28日 美術研究所 の図書 ・諸資料全部を山形県酒 田市本町1丁 目本間家倉

庫3棟 に疎開 した。

同 年7～8月 酒田市本間家倉庫に疎開 した図書資料を爆撃の危険 を避げ るため,

さらに酒田市外牧 曽根村松沢世喜雄家倉庫 ・観音寺村村 上家倉庫 ・大 沢村後藤作之

丞 家倉庫にそれぞれ分散疎開 した。

一2一
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沿 革

同21年3月29日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等の東京向け発送を終了した。

同 年4月4日 酒田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京に到着し引揚げを完了した。

同 年4月16日 東京都西多摩郡小宮村谷間家倉庫に疎開中であった黒田清輝作品並

びに写真原版の引揚げを完了した。

同22年5月1日 美術研究所官制が廃止され.国 立博物館官制が制定された。美術研

究所は同館の附属美術研究所となった。

国立博物館に保存修理課発足。同課内に保存技術研究室を置いた。これが保存科学

部の前身である。昭和23年度より専任の職員を配置し,研究を開始した。研究室は

国立博物館本館地下の修理室の一室(66㎡)に設けた。

同24年4月 本年か度ら科学研究費により光学的方法による美術品の鑑識に関す

る研究が開始された。

同25年8月29日 文化財保護法の制定に伴い,美 術研究所は文化財保護委員会の附属

機関となった。

昭25年9月15日 文化財保護委員会事務局設置にともない,保 存科学研究室は国立博

物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造物課に所属換えとなった。

同26年1月31日 美術研究所組織規程(昭和26年文化財保護委員会規則第5号)が 定め

られ第一研究部・第二研究部 ・資料部 ・庶務室が置かれた。(昭和25年8月29日 か

ら適用)

同21年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭和27年文化財保護委員会規則第7号)

が定められ,美 術部 ・芸能部 ・保存科学部・庶務室の3部1室が置かれ,美 術研究所

組織規程が廃止された。

また文化財保護委員会事務局保存部建造物課保存科学研究室も廃止された。

同 年7月1日 芸能部研究室として東京芸術大学音楽学部邦楽科教室2室 を同大学

から借用し,研究を開始した。

同28年4月26日 保存科学部研究室として,東京国立博物館構内の倉庫132㎡を改造の

うえ,移 転した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正され(昭和29年文化財保護

委員会規則第1号),東 京国立文化財研究所となった。

同32年3月22日 東京国立博物館構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家建,8㎡ の

一3一
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保存科学部 の薬品庫が竣工 した。

同 年11月30日 従来 の2階 建書庫の うえに更 に1階 を増築3階 建 とし,増 築分延面

積71㎡ が竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究所研究受託規程(文 化財保 護委 員会 告示 第14号)が 定

め られ,こ の年度か ら受託研究が開始 された。

同36年9月16日 東京 国立文化財研究所組織規程の 一部 が 改正 され(昭 和36年 文化財

保護委 員会規則第1号),従 来の庶務室は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京 国立博物館構内に保存科学部庁舎(保 存科学 部実験 室)と して,

鉄筋 コンクリー ト造2階 建延面積663m2の 建 物1棟 が竣工 した。

同 年1月1日 東京 国立文化財研究所組織規程の 一部 が 改正され(昭和37年 文化財

保護委 員会規則第1号),新 たに保存科学部に修理技術 研究室 が置かれ た。

同 年7月20日 芸能部研究室は,保 存科学部庁舎の竣工 に伴 い,旧 保存科学部庁舎

に移転 した。

同43年6月15日 文部省設置法 の一部が改正 され(昭和43年 法律 第99号),本 研究所は

文化庁附属機関 とな った。

同44年8月23日 保存科学部庁舎に隣接 して新 営 され る別館庁舎(延1,950.41m2)の 起

工式が行われた。

同45年3月25日 前記 の別館が竣工 したので,同 年5月26日 竣工式 が行われ た。

同45年4月22日 芸能部は,別 館3階 に移転 した。

同45年5月8日 保存科学部は,別 館の地階～2階 に実験 用機械類 の移転据 付を終 っ

た。

同45年6月29日 保存科学部庁舎の1階 の模様替工事 に着 手 し,同 年10月15日 工事が

終了 した。

同 年11月2日 所長及び庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎 の1階 に移転 した。

(本館は,美 術部庁舎 とな る。)したがって研究所 の所在 地 表 示 は「12番53号」が「13

番27号 」に変更 された。

同46年4月1日 保存科学 部庁舎及び 別館 の 敷地2,658㎡ を東京国立博物館か ら所 管

換 された。

同48年4月12日 文 部省設 置法施行規則 の一部が改正 され(昭 和48年 文部省令 第6号)
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新 たに修復技 術部 が設 け られ4部1課 とな り,修 復技術部に第一 修復技 術研究室及

び第二修復技 術研究室 が置かれ,保 存科学部修理技術研究室は廃止された。

同52年4月18日 文部省設置法施行規則 の一部が改正 され(昭 和42年 文部省令第10号)

情 報資料部の新設 によ り5部1課 とな り,情 報資料部に文献資料研究室及び写真資

料研究室が置 かれ,美 術部資料室は廃止 され た。

同53年3月20日 本館構 内の写場等(木 造平家建延面積144㎡)を 取 りこわ し,情報 資料

部研究棟 として,鉄 筋 コンクリー ト造,地 下1階,地 上3階,延 面積565.95㎡ の建

物が竣工 した。
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田

関

伊

木

代

田

代

中

中

山

本

代

中

野

藤

直

幸

英

幸

豊

豊

敏

栄

幸

延

彦

雄

作

雄

蔵

蔵

男

一

雄

松

克

男

(昭 和5.6.28^一 昭 和6.11.24)

(昭 和6.11.25^一 昭 和10.5.31)

(昭 和10.6.1～ 昭 和11.6.21)

(昭 和11.6.22～ 昭 和17.6.28)

(昭 和17.6.29^一 昭 和22.8.15)

(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.10)

(昭 和23.5.11～ 昭 和24.8.30)

(昭 和24.8.31-r昭 和27.3.31)

(昭 和27.4.1～ 昭 和28.10.31)

(昭 和28.11.1～ 昭 和40.3.31)

(昭 和40.4.1～ 昭 和53.4.1)

(昭 和53.4.1～ 現 在)

ρ

■
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∬ 機構 と職員

凍京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成及びその公表を行

うことを目的として設立された文化庁の附属機関である。その機構等は次のとおりで

ある。

1機 構

所長一

「黙 繍 佐一[灘

一美術部

部長

1一芸能部

1部 長 一1

一保存科学部

部長

[篶三羅
一一一 主 任研 究官

一演劇研究室

一音楽舞踊

研究室
一民俗芸能

研究室
一一主任研究官

一化学研究室

一物理研究室

一生物研究室

一修復技術部

部長

一 情 報 資 料 部

部 長 一 一 「一一一

〔

主任研究官

「第 一 修復
技術研究室

一第 二 修復

[ 技術研究室
　1一第三 修復

技術研究室
一文献資料

研究室
一写真資料

研究室

主任研究官

(庶 務 課)

職員の人事に関する事務 ・職員の福利

厚生に関する事務・公文書類の接受 ・

公印の管守及び庶務に関すること,経

費及び収入の予算 ・決算その他会計に

関する事務・行政財産及び物品の管理

に関する事務・庁内の取締り

(美 術 部)

わが国の美術及び西洋美術 ・東洋美術

に関す る調査研究及びその結果の公

表 ・黒田記念室に関する事務

(芸 能 部)

演劇 ・音楽 ・舞踊 ・民俗芸能及びその

保存に関する調査研究並びにその結果

の公表

(保存科学部)

文化財及びその保存に関する化学的・

物理学的 ・生物学的調査研究並びにそ

の結果の公表

(修復技術部)

文化財の修復に関する科学的 ・技術的

調査研究及びその結果の公表

(情報資料部)

文化財 の研 究に関す る資料 の作成 ・収

集 ・整 理 ・保管 ・公表 ・閲覧及び調査

研究

一6
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機構と職員

(昭和58年3月30日 現在)

(日本建築史)

(日本絵画史)

(仏教絵画史)

(和漢書道史)

(日本彫刻史)

(染織工芸史)

(装演技術)

(資料整理 ・編集補佐)

(日本近代絵画史)

(日本近世 ・近代絵画史)

(日本近代絵画史)

(資料整理 ・編集補佐)

(民俗芸能)

(寺院芸能)

(中世芸能)

(音楽学)

(中世芸能)

(民族音)

 

名氏

男

知

博

次

子

子

子

子

子

生

朗

昇

子

子

雄

キ

亨

孝

子

子

子

彦

枝

代

夫

信

子

雄

子

雍

昭

雄

リ

賀

喜

代

里

}

ツ

悦

和

栄

勝

邦

千

英

道

純

治

道

郷

萬

ぎ

祥

恵

一

延

安

浩

多

節

有

喜

祥

弥

藤

谷

山

村

本

村

田

木

井

中

藤

沢

田

成

田

保

沢

村

川

実

田

橋

輪

藤

西

隅

藤

本

生

道

納

伊

守

西

能

松

中

大

小

薄

竹

斉

相

鎌

秦

高

松

真

柳

田

猪

田

増

高

関

三

佐

大

三

佐

松

蒲

横

加
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機構と職員

所

i民 俗芸能研究1室

保 存 科 学 部

1化 学研究室

物理研究室ト

i

生物研究室

「
修 復 技 術 部

第一修復技術
研究室

第二修復技術
研究室

第三修復技術
研究室

情 報 資 料 部

文献資料研究室

属隊

写真資料研究室

名陣 名1

室 長

主 任 研 究 官

調査研究員(非)

部 長

室 長

主 任 研 究 官

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

技術補佐員(非)

室 長

調査研究員(非)

部 長

室 長

専 門 職 員

研 究 員

室 長

室 長

研 究 員

部 長

室 長

主 任 研 究 官

研 究 員

事務補佐員(非)
〃

室 長

研 究 員

博 門 職 員

二

事務補佐員(非)
〃

艇

子

郎

理

夫

夫

子

郎

俊

威

夫

郎

也

克

曙

輝

良

二

茂

幸

義

久

武

敏

陸

定

英

八

友

寿

忠

武

田

村

井

本

渕

倉

城

川

浦

沢

井

木

里

木

浦

田

羽

中

仲

江

馬

門

見

石

三

富

新

森

鈴

中

茂

西

鶴

治

夫

男

キ

綬

夫

子

子

之

之

次

正

良

子

子

き

清

繁

次

ア

迫

玲

と

正

廣

弘

和

昌

与

葉

口

木

野

上

倉

内

坂

口

木

本

川

保

中

山

之

久

樋

青

宮

上

江

米

竹

保

関

鈴

橋

市

野

田

杉

(躰 演劇)1

(民俗芸能)

(芸能史)

(分析化学)

(同位体化学)1

(大気汚染)

(塗料化学)

(照明 ・ラジオ グラフ ィー)1

(微気象)i

(分析化学)

(微生物学)

(応用昆虫学)

(美術史学)

(漆芸技術)

(彩色保存技術)

(木材材質改良学)

(中国絵画史)

(高分子化学)

(考古学)

(日本中世絵 画史)

(東洋古代絵 画史)

(日本古代絵 画史 ・文様 史)

(日本中世絵 画史)1

(図書 ・文献資料 整理)

(〃)

(日本仏教絵画史)

(日本近世絵画史)

(美術写真)

(〃)

(〃)

(写真資料整理)

(〃)1

の

4
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◎

昭和57年度における転退職者

機構と職員

庶 務 課

〃

美 術 部

〃

〃

〃

情報資料
部

　 ノノ

1

会 計 主 任 花 岡 忠 義

事 務 補 佐 員 宮 崎 真 澄

部 長

主 任 研 究 官

事 務 補 佐 員

〃

部 長

事 務 補 佐 員

川 上 淫

陰 里 鉄 郎

高 橋 邦 枝

大 西 純 子

久 野 健

田 中 与 子

53.6.1～57.4.1

54.4.1^58.1.31

21.2.28^-57.4.1

41.4.4^51.5.15

54.4.1^-58.3.31

54.4.1^58.3.31

20.5.31ハ げ57.4.1

53.12^-1^-58.3.31

信州大学へ
転出

退 職

〃

〃

〃

〃

〃

〃

塾

ム
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一]

皿 調 査 研 究

1所 長
●

(1)日 本建築史の研究

従来 よ りの継続 と して行 って きてい るもので,本 年 度は引続 き平安時代に重点を置

いた。特に平安時代以前 の石造塔につき資料の蒐集等 を行 った。

(2)日 本建築構造技法 の研究

科学研究費 特定研究「古文化財」の第2期 の第3年 度 と して,「建 造物 ・美術工芸品

の劣化現象 と保存修復に関す る研究」の総括 を行 うとともに,そ の一部であ る「文化財

建造物 の構造 力学的研究」研究班の総括責任者 ともな った。 研 究班は,伊 藤 のほか東

京大学教授杉山英男氏,同 助手安藤直人氏,東 文 研西 浦忠輝氏 で編 成 し,文 化庁建造

物課 主任文化財調査官,工 藤圭章氏,同 伊原恵司氏,奈 文研平城 部長 岡田英男氏,同

建造物室長吉 田靖氏に も協力を願 ってい る。

本年度は,各 種民家軸組 モデル及び改良案の耐力測定を行 った。

(3)文 化財保護制度史研究

従来 よ りの継続 として史料整理を行 った。

(4)木 材年輪年代学 の基礎研究

日光東照宮 の好意 によ り日光産 スギ(昭和57年 秋 伐 木,年 輪 数342)の 良好な る円盤

を得た ので,そ の年輪幅 測定を行い,前 年度の成果同様4方 向測 定値 に相 当の関 連性

が あることを確認 した。 そこで従来採集 しておいた8本 のサ ンプル(2方 向)の数値 を

改め て吟味 し,保 存科学部三浦定俊氏に依頼 し,異 った個 体間の相 関性を コンビa^

タに よ り探索中 である。 なお これに関連 し,年 輪 形成 の環 境資料 を得 るべ く,「 社寺

御番所 日記」より江戸時代 の天候を抽出 してい る。
4

2美 術 部

(1)概 要

美術部は 日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現 代美術 とこれ らに関連 のある西洋美

一10一
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美 術 部

術についての基礎的調査と専門的研究を行っている。美術部は現在2室 に分かれ,古

美術は第一研究室,近 代 ・現代・西洋美術は第二研究室が担当する。

調査研究は美術部所属研究員の専門領域を中心として実証的に進められているが,

学界現下の動向を把握するとともに将来の趨勢を洞察し,方 法においても成果におい

ても基礎的先駆的役割を果して広 く学界に寄与すぺく努めている。そのため重要な研

究課題に関しては情報資料部所属研究員と共同研究を行い,ま た当部独自の光学的研

究法を活用し,すでに多くの成果を収めた。昭和53年度からは4力年計画で情報資料

部と共同の特別研究「落款 ・印章・賛文 ・銘記の研究」を行い,こ れに関する資料収集

を進めている。文部省科学研究費補助金による共同研究としては「古代中世における

絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究」(特定研究 ・代表者柳澤孝),「 中世

美術における伝統と大陸影響とに関する実証的研究」(一般研究A・ 代表者宮次男)に

参加した。

これらの業績は,当 部の機関誌「美術研究」(昭和7年 創刊)に発表し,大部の成果は

随時単行の研究報告書として刊行している。各研究員の研究課題と調査研究内容は,

(2)研 究調査活動の項に示す通りである。また,わ が国美術界全般の動向を調査し客

観的資料の提供を主眼とした「日本美術年鑑」(昭和11年創刊)を編纂発行している。

以上のほか,調 査研究成果の一部を広く一般の理解に資するために,毎 年1回,公

開学術講座を情報資料部と共同で開催している。

また,黒 田清輝の遺産と遺作の寄附に基づいて創立された美術部(旧「美術研究所」)

の黒田記念室は,黒 田清輝の作品その他関係資料を保管し,毎週1回 木曜日の午後,

一般に公開している。

5

`

第一 研究室

日本 及び東洋 諸地域 の古美術 につ いて,各 研究員が専門 とす る領域 と時代を中心 に

調査研 究を進 め,主 要問題 を捉 えた共 同研究を行い,常 に精 密な基礎資料 の収集に努

めてい る。 また,第 一研究室の研究員が「美術研究」の編集業務 を担 当 してい る。なお

今年 度は上記 の科学研究費Y'..よる研究に分担参加 した。

第二研究室
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調 査 研 究

明治 以降 の 日本近代美術に関す る調査研究 と,こ れに関連す る西 洋美術 及び 日本近

世 の洋風 美術 の調査研究,並 びに現代美術 の動向に関す る資料 の収 集 と調 査を継続 し

て行 っている。 とくに,現 代美術に関す る調査研究においては,そ の年度 に収集 した

資料 を整理 した結果 を「日本美術年鑑」として毎年公刊 してい る。本年度は,昭 和55年

の内容 を もった昭和56年 版 を刊行 し,引 続い て57年 版の編集に着手 した。

また,研 究所 事業 と して昭和52年 度 以降実施 してきた黒田清輝巡回展 も当研究室が

中心 とな って行 われ,今 年 は5月 に香川県文化会館,6月 に高知県立郷土文化会館の

ニ ヵ所 において開催 された。

■

(2)研 究調査活動

A文 化 財 保存 事業 費

国有文化財保存整備 費の支 出委 任に よる調査研究

1.重 要文化財明治丸御座 所板絵修復調査

重要文化財明治丸(東 京 商船 大学保管)は 老朽化が甚 しく,文 化庁 では東京商船大学

と分担協力 して保存 修理事業に着手 していたが,文 化庁 の依頼を うけ,保 存調査工礁

の一環 として,明 治丸が昭和20年 進 駐軍に よ り接収 され た際 ペ ソキで塗 りつぶ された

天皇御座所 の間仕切化粧板9枚 と扉2枚 の板絵について,塗 りつぶ したペ ソキ層の除

去,絵 画様式,描 写技法,保 存修復処置等について調査研究 を行 った。現状はそれぞ

れ縦長 の画面部を設定 し,各 種の花枝を写 実的に描 写 してい るが,全 面 に白色塗料 で

塗 りつ ぶされている。 しか も1部 は顔料の剥 ぎ落 しもあ り,損 傷 が大 きい状態 であっ

た。

調査 に当 りペ ソキ層下 の残存彩色部 の確認には,赤 外 線TV,紫 外線螢 光写真,X

線 透過撮 影,光 学顕微鏡等 による調査 を行 った。顔料 と膠着 材の分析 は赤外線分光分

折,X線 螢 光分折 に より,表 面ペ ンキの酸化チ タン,白 色顔 料層の酸化亜鉛,炭 酸 カ

ル シウムな どが検 出された。

ペ ンキ層の除去法 は,塗 層断面 の観察に よ り,絵 画面 とその上 の塗重 ね層を確定 し

た後,上 層部の白ペ ンキを メチルセ ロソルブで湿布膨潤 させ削 り取 り除 去 した。顔料

の下塗層にはボルスの存在 も確 認され た。

板絵は油絵の技法で描 かれてい るが各種 の花を装飾的に画 き日本画的構図を思わせ

4

ゐ
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美 術 部

る。 ハイ ライ ト,筆 触,粘 稠性のあ る絵肌,枝 の上 に塗 り重 ねて葉を描いてい る点 な

どは油絵 の技法で あ り,絵 の描写技法は稚拙であ る。 この絵 が どこで描かれたか問題

はあ るが 日本人が描いたか或は東洋画の粉本に よ り英国において作画 されたか今後の

研究課題であ る。

表 面塗 りつぶ し層の除 去後,絵 画塗層の剥離はパ ラロイ ドB-72の トルエ ン溶 液 を

用いて塗層下に滲透 させて固定 処置 した。

(美術部 ・保存科学 部 ・修復技術 部)

B一 般 研 究

1.美 術基準作品の研究

わが国古代中世の美術工芸品の うち,国 宝 ・重要 文化財 あるいはそれ に準ず る優作

で,年 記があ って制作年代の明 らかな ものや作者 ・流派 ・様式等 を代表す るもの等 の

美術史上の基準作品について詳細に研究 し,美 術工芸遺 品の体系づけ に役立 て る。

(1)古 代中世絵 画基準 作品の調査 研究,

1)仏 教絵 画史研 究

孔雀明王図の諸作品(某 家本,松 尾寺 本,安 楽 寿院本,智 積院本 な ど)を調査 し,そ

の成果の一部を「美 術研究」に発表 した。 また,東 寺所蔵両界曼茶羅乙本 に関す る調査

を行 った。(柳 澤)

2)や まと絵研究

わが国古代中世のや まと絵 は,そ の発 達に和歌 とのかかわ り合 いが深 く,四 季絵或

は歌仙絵 な ど両者は不可分の もの となってい る。や まと絵の現存遺例等 をふ まえ,か

つ これ ら和歌文学の豊富な資料 を用い,そ の関連性 を探 り,歴 史的に 明 らかにす る。

その成果 として「三十 六歌 仙絵(書 伝 為相 筆)」(美術研究323号)他 を発表 した。(真 保)

② 基 準在銘彫 刻の調査研 究

京 都 ・奈良の各 博物 館において各時代 の基準作の調査を行 った。愛媛石手寺,新 潟

柏崎阿弥陀堂本尊,福 岡 ・大分 ・佐 賀の基準作の調査を行 った。(猪 川)

(3)尊 像別分類に よる彫像 の研究

奈良国立 博物 館出陳の愛知無 量光院,安 楽寺の阿弥陀三尊の比較調査 を行 った。京

都,滋 賀,福 岡の清涼寺 式釈迦 像の調査 を行 い,「美術研究」に発表の予定。(猪 川)

-13一
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(4}書 蹟基準 作品の研 究

1)仏 教書道史 の研究

部門別書道史 の一部 門 として新 らたに開拓 しよ うとす る仏教書道史の研 究の一環 と

して真 宗書道史研 究に着手 したが,引 続 き親鶯 の書 の特徴 とそ の年代的発展の跡 をた

ど って,親 鶯 の書蹟一般 の編年を試み,或 いは通説を疑 い,或 いは新説を支援 した。

(田村)

(5}染 織 品の研究

1)上 代裂の研 究

「上代 裂の研究」は3年 目で,東 博特定研究 の分担者 と して法隆寺裂 ・正倉院 裂の基

礎 調査を統行 してい る。(田実)

2)近 世初期染織品及び小袖 の研 究

和歌 山市の紀 州東照宮伝来 染織 品の調査,米 沢市 の上杉神社蔵上杉謙信所用袴類の

調 査,宮 城県白石市の片 倉家伝来陣羽織 の調査 ・研究,日 光山輪王寺伝来の舞 楽装束

(昭和58年3月,重 文 指定)を 昭和56年 度に 引続 き行 った。(田 実)

(6)日 本近代美術基礎資料 の研 究

明治丸遺存の壁 画(板)に つ いて調査研究 を行 った。(関 ・佐藤)

2.科 学的方法によ る材料 と技 法の研究

X線 透過法,赤 外 線写 真,紫 外線螢光法,双 眼実体顕微鏡,赤 外線テ レビ等を用い

た科学 的方法に よ り,わ が国美術工芸 品の材料 ・技法 ・構造 な どを 明 らかにす る。

(1)古 代中世絵画の材質技 法に関す る研究

別項 記載の特定研究「古代 中世 にお ける絵画彫刻染織品の材質技法に関す る科 学 的

研 究」を代表す ると共に同研 究絵 画班 の一 員と して,赤 外線 テ レビカメラに よ る法 界

寺阿弥 陀堂柱絵の調査を実施 した。(柳澤)

② 古代書蹟資料の材質技 法に関す る研 究

1)漆 紙文書の研究

常陸 国府に関係があ ると推定 され る茨城 県石 岡市鹿 ノ子遺蹟 か ら出土 した漆紙文書

につい て前年度研究を行 ったが,そ の後更に出土 した多数 の文書に関 しても赤外線 テ

レビカメラに よ り撮影 した写真を もとに解 読 し,多 くの新知見 を得た。 これ らは計帳

の人 口統計 の一部で,常 陸国十一郡を合せ た人 口数 と考}ら れ たので,こ れに基づ き
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美 術 部

常陸国 の人 口は当時20万 人位 と推定 した。 また 神 戸 の 人 ロ「参伯181拾騨」とい う記 載

は,鹿 島の神戸等 は除 いた大和神 の百戸の課丁の数か と推定 した。(田 村)

2)文 房 四宝 と書道の関係に関す る研究

書芸 に必要 な文房四宝(紙 ・筆 ・墨 ・硯)の 性質が書蹟に大 き く関係す る。今年 は,

韓土 に一種独特 の書風 を成立 させ る原因 とな った朝鮮筆(黄 毛筆 ・狼尾筆 な ど と称 せ

られ る)につ いて調査研究 した。(田 村)

③ 伝統的染織技術 の調査研究

昭和56年10月 末に修復が完了 した片倉家伝来小紋 胴服(重 文)の 復元に山辺知行氏,

長板 中型染 の松原四兄 弟,共 立女子大被服研究室 との共同研究で開始,今 年度は染色

に関 し成功 した。 日光 山輪王寺伝来胴着三領は,片 倉家伝来小紋胴服の復元 メンバ ー

と同一 で,一 領は修復完了,二 領は復元の調査研究に入 った。 また 日本工芸会で昭和

53年 度か ら続 けている東博蔵「白地風景模様茶屋染帷子」の復 元 も今年度 は5年 目に入

った。(田 実)

3.美 術様式 と伝播の研究

わが国美術工芸 に見 られ る様式の展開 と系統 を,イ ン ド・中国 ・朝鮮 や西洋 諸地域

な ど諸外国 にその源流 を探 り,そ の影響 と受容の様相を明 らかに位置 づけ ると共に,

国内におけ る史的展開 を体系化す る。一方,日 本以外の外国各地 の美術 に関 して もそ

れぞれ様式的検討 を行 う。

(1》 江戸後期洋風画 の研究

佐竹曙山,小 田野直武,司 馬江漢を中心 に,江 戸後期洋風 画家の作 品を花鳥図,風

景図,風 俗 図の題材別に調査 し,そ の成果を公表 した。(三輪)

(2)明 治初期洋風画 の研究

国沢新九郎,岩 橋教章他,明 治初期洋画家の作品並びに文 献調 査を行 い,そ の成果

を公表 した。(三 輪)

(3}水 彩画 の研究

近代作家 の水彩画に関す る文献調査を行 った。(三輪)

(4)日 本古代彫刻並びに源流 としての東洋彫 刻の研究

正倉院展 出陳 の厨子押出仏,大 阪大将軍寺,壺 井 寺の金銅像等 を調査。 日本古代彫

刻の源流を なす「百済 ・新羅の金銅仏展」ほか各博物館等に於 いて 中国,韓 国 の諸作例
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を調査 した。(猪 川)

㈲ 東洋仏教絵画史 の研 究

1)バ ー ミヤーン壁画 の研究

ギ メ美 術館所蔵 のバー ミヤーン壁画断片及び塑像を現地で調査撮影 した。 また先に

参加 した成城大学調査隊に よるバー ミヤーン壁画の調査 と撮影 した写真 とを整理す る

と共 にその共 同研究に従 った。(柳 澤)

2)敦 煙絵画 の研究

ギメ美術館,大 英博物館所蔵 の敦煙将来絹絵の調査を実施 した。(柳 澤)

⑥ 大陸画 の影響 と受容 に関す る研究

日中絵画交流史研究 の一環 と して,兵 庫岸本家,岡 山尾崎家等収蔵の来舶画人作品

の調査,研 究 を行 った。(鶴 田)

4・ 作家 ・流派及び美術 団体 の研究

著 名な作家 の伝記 と作 品,作 家 の属す る流派や美術団体の活動な どを網羅的 に調査

して,実 体 を明 らか にす る。

(1)近 代 日本美 術研究

1)近 代洋 画研究

久 米桂一 郎の文献,主 に 日記 の調査を行い,そ の成果の一一部を公表 した。(三 輪)

2)近 代 日本画研究

明治以 降の作 家 と団体 及び美術批評 につい ての研究調査を行 った。作家 としては橋

本雅邦,菱 田春 草,下 村観 山等 につ いて調査 した。(関 ・佐藤)

② 近 ・現代 中国画壇 の動向に関す る研究

近 ・現 代中国画家 資料 の収集及び 現代中国絵画の動向について 調 査を行 った。(鶴

田)

C科 学研究費

「古代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究」

(特定研究1研 究代表者 柳澤 孝)

特定研究「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学」(略称「古文化財」)は昭和55

年度より開始され,昭 和57年度は第3年 目の最終年次に当った。本研究の課題名は56
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美術部 ・芸能部

年度より下記のような分担研究の統合で変更されたが,研 究は従前通り,絵 画,彫

刻,染 織の各班ごとに進められた。

「科学的調査法による日本古代中世絵画の実証的研究」(総括 柳澤孝)

「古彫刻の構造の検出方法に関する研究」(総括 群馬工専教授 呉屋充庸)

「古代染織品の保存科学ならびに材質と技法に関する研究」(総括 進化生物研究所

主任研究官 林孝三)

絵画の研究班は柳澤のほか、学習大学教授秋山光和氏,東 文研情報資料部室長関口

正之氏,神 戸大学助教授百橋明穂氏(以上人文系),東 文研保存科学部三浦定俊氏,東

京農工大教授森田茂広氏(以上自然科学系)の6名 で編成された。本年度も前年度に引

続いて赤外線テレビカメラによる法界寺阿弥陀堂柱絵の調査研究に重点をおいて実施

した。昨年調査の困難であった柱上部については補助架台を開発したことにより,各

柱の尊像帯や文様帯などのすぺてにわたり調査を完了することができ,こ こに漸く資

料が整備され,図 像学的な解明や美術史的検討が可能となった。

これらの詳細と他の分担研究班の成果は57年度特定研究「古文化財」年次報告書に収

載されているので参照されたい。

3芸 能 部

1

`

`

(1)概 要

芸能 部は,日 本 の伝統芸能に資す るために必要な基礎 的研 究を 行 う こ とを 目的 と

し,演 劇研 究室 ・音楽舞踊研究室 ・民俗芸能研究室の三 室 よ り構成されてい る。芸能

部 の研 究 目標 と しては,諸 芸能の理念 ・構造 ・技法及びその継 承保存 に関す る研究な

どが あ り,そ の研究 に必要な資料 の収集 ・整備及び記録の作成 のための撮 影 ・録音 ・

録 画な どの作業を行 う。 また研究の結果は刊行 ・研 究発表会 ・公開学術講座 の開催 な

どに よって公表 す る。

本年度は,共 同研究 としては「狂言の技 法の研究」「舞楽 の音楽技法の研究」「民俗芸

能 の民俗的基盤 の研究」「民俗芸 能伝 承方法 の研究」「民謡 の研究」「話芸 ・寄席芸 の研

究」の課題に対 して,研 究 員が何 名かずつ のプ ロジ ェク トを組んで調査研究を行 った。

また昨年に引続 き特 別研 究 と して「民俗芸能の有効 な保存伝承方法の確立に関す る調
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査 研究」を研究員全員で実施 した。文 部省科学研 究費補助金 に よる共同研究 と しては,

「南都賭寺の宗教儀礼に関す る総 合的研究」(総合研究A,代 表 者 佐藤道子)が 行われ

た。そ のほか,各 研究員は個 々に研究課題を選んで実証的な研 究を行 った。

以上,各 研究員に よる共同 ・各個の諸研究は,い ずれ も文化 財行 政に直接 間接 に寄

与す る基礎的な調査研究であ ると同時 に,従 来立ち遅れ気味のわが国の芸能研究 を推

進せ しめ,日 本芸能学の樹 立に貢献す る基盤 とな る重要な研究 である。

また,月 例 の研究会活動 として,各 研究室 ごと,あ るいは複数の研究室共 同で,外

部 研究者 ・奏演者等を まじえての研究集会を もよお してい る。 本年度 は,「 能楽 技法

研究会」「二 月堂研究会」「長唄正本研究会」「民謡研究会」を行 った。 また例年7月,

外 部研究者 ・大学院生を対 象と して もよおす連続研究発表会の本年度のテ ーマは 「三

味線 と三味線音楽」で,7月5日 か ら4日 間 にわた って行 った。 また恒例の公開学術

講座は,「 舞楽の音楽 その技法」のテーマで12月2日Y'朝 日ホ ールで開催 した。

刊行物 としては「芸 能の科学」13「東大 寺修二会 の構成 と所作」別巻を刊行 した。

●

演 劇 研 究 室

演劇研究室は,日 本古典 演劇につ いて芸能学的 ・演劇学的に調査 ・研究を行 い,ま

た これ ら諸芸能の周辺にあ って,伝 統芸能 の成立 に深 い関係を もつ諸分野につ いて も

調査研 究を進めてい る。

本年度は,個 人研究 として「寺 院行事 の研究」 「能 の演 出史 の研究」を行い,共 同研

究 として「狂言の技法 の研究」を行 った。 また文部省科 学研究費 による研 究 と して「南

都諸寺の宗教儀礼に関す る総合的研究」(総合研究㈹ 代表 者 佐 藤 道 子)に つ いての

調査 ・撮影を行 った。

音 楽 舞 踊 研 究 室

日本 の音楽 と舞踊 について,芸 能学的 ・音楽学的な調査 ・研 究を行 い,こ れ ら伝統

芸能 の成立 に深 い関 係を持つ周辺分野につい て も,調 査研究を進めてい る。

本年度 は,個 人研 究と して 「邦楽 用語 の研究」「三味線 と三 味線音楽の研 究」「雅楽

曲の研究」 「江戸時代 の音 楽Y'つ いての研究」を行い,共 同研究 として「舞 楽 の 音 楽技

法 の研 究」を行 った。
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芸 能 部

民俗芸能研究室
,

全国各 地に分 布伝承 す る民俗芸能 を対 象 とし,そ れ らの芸能 の保存 ・活用 に資す る

ために必 要な研究を行 ってい る。本年度 は,個 人研究 として「田楽芸の研究」を行い,

共同研究 として「民俗芸 能の民俗 的基盤 の研究」「民俗芸能伝承方法 の研究」「民謡 の研

究」「話芸 ・寄 席芸の研 究」「狂言の技法 の研 究」を行 った。

`

■

② 研 究調 査活動

A一 般 研 究

1.寺 院行事の研究

寺院行事が内包する多稲多様な要素の中から芸能的要素を抽出し,各宗派にわたる

総合的比較研究を行い,そ の変遷・分化をあとづけることを一貫した目的とする。本

年度は,昭 和41年度以降継続的に実施した「東大寺修二会の調査研究」に関する研究調

査録最終巻(第四冊)の執筆刊行を行い,本 年度を以て東大寺修二会の実地調査を完了

した。

また,上 記と関連して東大寺 ・興福寺 ・西大寺所蔵の極遇套関係文書の調査 ・撮影

を行い,法 会の実地調査 と しては三 千院 の「御臓法講」,円 通寺 の「御影供」,西 大寺の

「光明真言会」,真 如堂の「引声阿弥陀経会」の調査を行 った。(佐藤)

2.能 の演出史の研究

能の演出面の変化を,詞 章面だけ でな く面 ・装束 ・難子 な どの構 成要 素全般の変遷

をたどることに よって考え よ うとす るもの。 本年は,昨 年 の〈語 リ〉と関係の深 い〈ク

セ〉とい う小段を とりあげた。(松 本)

3。 邦楽 用語 の研究

邦楽 の用語 は,各 分野 ご とに区 々な使われ方を してい る。本研究は,そ れ らを総合

的 に把握 ・整理 して,同 語 異義,異 語同義な どの様相を明 らかに し,新 しい用語体系

の確立 に資す ることを 目標 とす る。 本年度にお いて も,そ の一部を達成 した。(蒲 生)

4.三 味 線と三味 線音楽 の研 究

日本の民族楽器を代 表す る三 味線を,楽 器学 的,お よび音楽史学的に研究 し,浮 世

絵や古川柳での扱われ方な どを参考に しつつ,そ の享受面 をも考察 した。 また,現 代
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音楽におけ る取 り扱われ方 について も概観 し,問 題 点を検討 した。(蒲 生)

5.雅 楽曲の研究

現行の雅楽曲を,楽 器編成,楽 曲構成,そ の起 源や由来,舞 のあ るものについては

装束や持 物 を,古 文献お よび実際の演奏 な どか ら資料収 集,分 析研 究を続 けてい る。

(加納)

6.江 戸時代の音楽についての研究

江戸時代に書かれた多 くの芸能に関す る文献 の うち,音 楽 あ るいは音 楽家につ いて

の ものを収集 し,さ まざまな階層の著者 が見つめた当時 の音楽 観を分析 した。(加 納)

7.舞 楽の音楽技法の研究

雅楽の中に あって,芸 術的にその中心 部分を占め る舞 楽につ いて,舞 と音楽 との結

びつき,音 楽構造の多様性,楽 章編 成法 な どを研究 した。(蒲 生 ・加納)

8.田 楽芸の研究

田楽芸 を機能的 ・形 式的 に細 分類 してみ ることに よって,田 楽芸 の構造を 明らかに

す るための調査研究を行 った。(中 村)

9.民 俗芸能の民俗的基盤 の研究

芸 能を,そ の行われ る季節 ・場所 ・参加者(演 者 ・観客を含 む)な どの面か ら取 りあ

げ る連続 した研究の一環 と して,「 道中 の芸能」に関す る調査研究を行 った。(三 隅 ・

仲井)

10.民 俗芸 能伝承 方法 の研究

各 種民 俗芸能の伝 承方法 につ いて資料 の収集 ・分析を行 った。(三隅 ・中村)

11.民 謡の研究

日本 の民謡 の研究 において,民 謡 の芸謡的要素を無視 してはその全き姿を とらえる

ことができない とい う観点 より,上 代か ら近世に至 る日本の民謡伝 承の上 に占め る芸

謡 の位置を究明す る目的 を もって,前 年度に引 き続 き近世歌謡 の分析を行 い,あ わせ

て童唄 の,特 に遊戯唄 の芸謡的要素 についての調査研究を行 った。(仲 井 ・三隅 ・中村)

12.話 芸 ・寄席芸 の研究

落語を主 と して話芸 ・寄席芸 を対 象 とす る近世芸能 の研 究を安原 コレクシ ョン邦楽

レコー ドの整理を通 じて続 行中であ る。(三 隅 ・仲井)

13.狂 言の技法の研究
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芸 能 部

狂言の「型」,と くに狂言小舞の動作 単元 を整理 ・分類す る作業 を続行 し,流 派間の

異同 ・能 の動作単元 との比較等の調査 を行 い,和 泉 流におけ る小舞 の動作単元一魔を

作成 した のに続い て,大 蔵流の動作単元に着手 した。(羽 田 ・松 本)

B特 別 研 究

「民俗芸能の有効な保存伝承方法の確立に関する調査研究」(4力 年計画の3年 度)

民俗芸能の伝承を支える各地域の社会的条件を具体的に把握しながら,伝承条件の

変化に対応する新たな伝承の仕方(継承者選定及び技法習得過程)について,各 地域の

関係者が具体的にどのように対処すぺきかの方法論を示すための調査研究を行 うぺ

く,全 国各地から伝承法のそれぞれに特徴をもつ地域を選んで調査を行った。

本年度の調査対象およびその所在地は次のとおりである。

a.風 流系芸能……風流物(茨城県日立市)

b.神 楽系芸能……高千穂神楽(宮崎県高千穂町)

c.田 楽系芸能……田植踊(岩手県和賀郡地方)・雪祭り(長野県阿南町)

d.郷 土歌舞伎……地芝居(長野県大鹿村)

o

C科 学 研 究 費

「南都諸寺の宗教儀礼に関す る総合的研究」(総 合研究㈹ 研究代表者 佐藤道子,

研究分担者 松本雍,永 村真,安 達直哉,有 賀祥隆,山 岸常人)

南都 諸宗 におけ る仏教儀礼の さまざまを,史 的 ・経済的 ・人的背景 や建造物 ・法具

等の,場 的 ・物的要素を裏づけ として総 合的 視野で分析 し,仏 教儀礼 の史的変遷形態

を通 して 日本文 化の流れを明 らかにす ることを 目的 とす るが,本 研究では悔過 会に重

点を置き,そ の特色 ・意義 ・史的変遷を追求す る。

第一 年次であ る本年度は,東 大寺図書館 ・興福寺 ・西大寺 ・宝 山寺 ・春 日大社等の

所蔵文書について調査撮 影を行い,東 大寺修二会をは じめ,観 世 音寺 ・玉垂宮 ・岩戸

寺等北九州の諸寺社,長 寿寺(滋 賀県)の修 正会 につ いて実地調査を行 い,北 九州一帯

の古社寺や丹後 ・丹波,摂 津 ・播磨各地の古寺Y'...,悔過会 の残存事例 を求 めて基礎調

査を行 った。

一21一



凋 査研 究

4保 存科学部

(1)概 要

文化財 の材質 ・構造 に関す る科学的研究,な らびに文化財のおかれてい る保存環 境

の 自然科学的 研究を行 い,こ れ らを基礎 と して文化財 の保存に関す る技術的 研究を行

ってい る。研 究の成果 は文 化財 の指定 ・保存対策 ・修復処置の基礎資料 として役立 て

られ ている。 また文化財の年代測定 ・産地推定の基礎 的研 究 も手掛けてい る。

研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研究室の3室 か ら成 ってい る。 調査研究

の結 果は,修 復技術部 と共 同の機関誌保存科学に よ り公表 され る。

化 学 研 究 室

文化財お よびその保存に関す る化学的調査研究(分 析化学的調査研究を含む),な ら

びにその結果の公表 を職務 と してい る。

内容 としては,微 量分析 または非破壊分析 による無機物質 ・有機物質の材質 とその

劣化に関す る研 究,展 示 ・保存環 境におけ る汚染因子の究明 と,そ れ らの文化財への

影響に関す る研 究,劣 化防止 に関す る研究を行 ってい る。

物 理 研究 室

文化財 およびその保存に関す る物 理 的 調 査 研 究 な らびにその公表 を職務 としてい

る。文化財 自体の構造 ・強度の力学的試験 を行い,X線 ・γ線 のラジオ グラフ ィーに

よる内部構造,欠 陥,虫 害,腐 朽 の解 明 を行 っている。 また 赤 外 線 テ レビに よる銘

記,下 絵等の判読に リモー トセ ンシングの手法 を取 り入れ る試みを行 ってい る。

また保存環境に関 し,採 光,照 明,温 湿度等 の影響 とその防止 の研究を行 うほか,

展示,収 蔵,梱 包輸送 の際 の適正条件 の設定 と湿度調節技術を開発 し,新 施 設を使用

す る際 に必要 な処置 の研究を行 ってい る。

聾

生物研究室

文化財およびその保存に関する生物学的調査研究とその公表を職務としている。文
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化財の微生物や昆虫等生物による被害調査,加 害生物の採集 ・培養・同定ならびに加

害生物の殺菌 ・殺虫等の防除法の研究開発,実 施の指導を行っている。

特別研究「石造文化財一石及び類似材料の保存と修復に関する科学的・技術的研究」

は修復技術部との共同研究で,第6年 次として石造文化財の凍結融解による劣化機構

の解明,保 存管理方法,合 成樹脂処理による強化法等の確立を総合的に推進させてい

る。

受託研究は「史跡虎塚古墳彩色壁画保存のための調査研究」,修復技術部と共同の「国

宝,重 文日光社寺建造物に関する研究」および「伊達家三代綱宗公墓所発掘に伴う保存

科学的調査研究」を行った。

(2)研 究調査活動

A文 化財保存事業費

国有文化財保存整備費の支出委任による調査研究

重要文化財明治丸御座所板絵修復調査(美術部 ・修復技術部と共同研究12頁参照)

B一 般 研 究

1.文 化財 の材 質 ・構 造に関する研 究

(1}非 破壊分析,微 量 分析

1)螢 光X線 分析

青銅鏡,青 銅器,金 銅仏(新 羅仏ほか),彩 色土器,彩 色壁 画につ き非破壊的方法に

よ り材質を分析,技 法 との関連を調査 した 。(江 本)

2)鉛 同位体分析

昨年度 よ り引続 き,約300点 の青銅遺 物の測定 を行 った。過去に測定 した700点 余の

鏡,銅 利器,方 鉛鉱のデー タか ら,日 本 ・中国(北部 と南部)・ 朝鮮半島(北 部 と南部)

の鉛が 明確に区別で きるよ うにな った。 これを基 に して,銅 鐸 の原料が初期 は朝鮮半

島南部,中 期は中国北部,末 期は中国北部 の画一的 原料 と,三 元的 に解釈 できる こと

を明 らかに した。(馬 渕)

② 縄文時代 の塗装技法に関す る研究

晩 期縄文式土器 の表,裏 面 に塗装が行われてい る。 この塗 装技 法は4種 類に大別 さ
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れ ることがわか った。(見 城)

㈲ 法隆寺献納宝物 特別調査 一東京 国立博物館一

押出仏調 査に参加 し,X線 透視 による構造調査,非 破壊的螢光X線 分析に よる材質

調査を行 った。(江本 ・石 川)

(4)地 獄 門(ロ ダン作)調査 一 国立西洋美術館一

ほぼ全面 をX線 透視撮 影を行 った。 さ らに構造が複雑 で判読が 困 難 な 部 分 に つ い

て,立 体X線 透視撮影(招 へい研究員 群馬工専 呉屋充庸氏 の協力)を 行 って,内 部

に亀裂 が存 在す ることを明 らか に した。(石 川 ・三浦)

また,本 体内部,取 付 け鉄枠,ボ ル ト等 の腐食生成物のX線 回折分析を行い,腐 食

状況の調査 を行 った。(江 本)

(5)X線,γ 線に よる構造調査

新羅 仏 ・青 銅鏡 の透視 による構造調査を行 った。(石 川 ・三浦)

またそれ に関連 し,ブ ロンズ製 品X線 撮影のため の基礎的資料 として,ブ ロンズの

厚 み ・X線 強度 ・撮影時 間 ・距離 ・フ ィル ム種別な どをいろいろに変 えて撮影 し,濃

度 チ ャー トをつ くる実験 を群馬工専 と協力 しては じめた。(三 浦)

γ線 源を従 来の コバル ト60か らセシウム137(2キ ュリー)に変更 し,鉛フー ドなど取

り付け て散 乱を少な くした結果,コ ン トラス トの良い鮮明な γ線透過 写真 が とれ るよ

うにな った。(三浦)

桂離 宮内茶室 等建物 の壁体 の構造調査を行 った。(石 川 ・三浦)

⑥ リモー トセ ンシングの文化財へ の応用

特定 研究1「 科学的 調査法 による日本古代中世絵画の実証的研究」に関連 させ て,赤

外 分光 スペ ク トルを利用 した顔料(特 に緑青 と群青)の 判別を試み,条 件に よっては可

能 な ことを確か めた。(三 浦)

(7)古 代 ガラス玉 の屈折率 の レーザ ーに よる非破壊測定

千葉 県市原市神門4号 墳出土,福 島県須賀川市博物館所蔵,岡 山県 岡山市百間川遺

跡 出土 な どのガ ラス玉や破片を 測定 した。 すでに測定 個数 が200個 をこ}xグ ル ープ分

け が可能 にな りつつ ある(東博 ・群馬工専 と共同)。(三 浦)

2.文 化財 の保存及び展示環境等に関す る研究

(1)施 設 内の環境調査
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展示室 ・収蔵庫内の温湿度,照 明等の環境の測定,新 設展示 施設のシ ーズ ニングの

検 討を行い,展 示,保 存環境の適否に関 し調査 を実施 してい る。(江本 ・見城 ・石川)

新設施設

八戸市博物館

岩手県立博物館

栃木県立博物館

日光輪王寺宝物殿

小山市立博物館

埼玉県立近代美術館

福井県立若狭歴史民俗資料館

三重県立美術館

長浜市立博物館

京都府立山城郷土資料館

京都市歴史資料館

和泉市立久保惣記念美術館

兵庫県立博物館

神戸市立博物館

姫路市立美術館

佐賀県立美術館

② 密閉梱包の研究

(青 森)

(岩 手)

(栃 木)

(〃)

(〃)

(埼 玉)

(福 井)

(三 重)

(滋 賀)

(京 都)

(〃)

(大 阪)

(兵 庫)

(〃)

(〃)

(佐 賀)

ヶ一 スに比ぺて被梱包物以外の占め る空 間が 小さい密閉梱包 の際,紙,木 質な ど吸

水量の多い材質を対象 とす る場合,調 湿剤の効 果は特 に低 い。従 って巻 物,屏 風,木

製文化財な ど多量の紙や木質を含む密閉梱包の最適 条件を求め るため,各 種 材質 を多

量 に充填 した密閉梱包 内に おけ る温度変化に対 す る湿度変化を調ぺ,被 梱包物の空間

占有率 と調湿剤 の最適使 用量 との関係について研究 した。(見城)

(3)展 示 ケースの研究

現在,種hの 展示 ケースが 用い られ てい るが,ケ ース外 の展示室 内と何 らかの導通

のあ るものが多い。 これは狭い ケー ス内に温湿度が こもることを防 ぐとい う観点か ら

得策で あるが,文 化財を囲む雰囲気が絶えず変 化す る点 で好 ま しい ものでは ない。そ
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こで,外 気流通型 と密閉型の両方の得失を検討 し,最 適なモデルケースの条件を追求

す る。(見 城)

〔4}保 存,展 示環境に関す る研究 一 汚染 因子の除去一

空調についてい る活性炭 の フ ィル ターは主 に屋外汚 染を除去 す るための もので,屋

内汚染は除去で きない。展示室内の屋内汚染 を除去 す るためには活 性炭 とゼナライ ト

その他の吸着剤を併用 した フ ィルターに よって,屋 内汚染 を除去す る研究 をすすめ て

い る。(江 本 ・見城)

(5)文 化財の保存環境に関す る研 究

文化財周辺におけ る金属 テス トピースの曝露 試験,粉 じん に関す る調査等継続中。

大気に晒 され た銅鋸 中の塩素,炭 酸,硝 酸,硫 酸 を分析 し,環 境 汚染因子 との関係

を検 討 した ところ内陸 地域 で も塩 素が高い割合 で検 出された。

大 気中の塩素,ナ トリウムイオンの測定を行 った結果,そ れ ぞれ のモル濃度は比例

関 係に近い値であた っ。継続 中。(門 倉)

(6)未 開 口埋葬 施設内環 境に関す る研 究

本年度 は,宮 中野古墳(茨城県)お よび長岡藩主牧野家十三代墓所(東 京都)の 調査を

行 ったが,宮 中野 古墳 では,埋 葬施設が盗掘 され ていたため試料の採取が できなか っ

た。牧野 家十三代墓所 では,木 棺 内の空気組成を分析 した結果,炭 酸 ガス濃度が8.32%

の高 い値 であった。理 由につ いては ウレタン処置が考え られ るが検討中。(門 倉)

3.文 化財 の生物 劣化とその防除に関す る研究

〔1)爽 態 調査 と防除対策

文化財 に被害を及ぼす生物(微 生物,昆 虫等)の実態 調査 を行 い,被 害 の状況 に応 じ

た防除対策を検 討 して助言 ・指導を行ってい る。本年度 は,下 記 の調査 と防除対策 を

実施 した。(新 井 ・森)

1)石 膏レプリカに発生した糸状菌の殺菌ならびに除去。(新井)

2)栃 木県立歴史博物館の収蔵庫の調査と助言。(新井)

3)群 馬県立歴史博物館の煉蒸指導(新井 ・森)

4)国 立歴史民俗博物館爆蒸設備のガス漏洩試験(新井)

5)東 京国立近代美術館収蔵庫の加害生物防除対策(新井 ・森)

(2)文 化財の長期保存に関する研究
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保存科学部

同時2軸 延伸 ポ リピニル アル コール フ ィル ムを,出 土遺物等の保存に応 用す る研究

を昭和55年 以来継続 して実施 し,2.5年 経過 した時点で も保存状態が良好であ る。(新

井 ・見城 ・森)

(3)微 生物学的研究

1)紙 質文化財に発生す る褐 色 斑(Foxing)に 特異的に カビを発生せ しめ ること

が可能 とな り,こ の カビを分離 して形態 学的 ・生理的 性質 の研 究を行い,紙 の

褐色斑発生機構を研究中であ る。(新 井)

2)文 化財に着生 した糸状菌 の水分 活性(wateractivity)の 測定な らび に 糸 状 菌

の生成す る有機酸分析は継続 して実施 し,文 化財保存環境 の推定 と劣化要因を

究明す る研究。(新 井)

3)木 材の一 端を水 中に浸演す る場 合の防 腐対策を 目的 と し,各 種処理木 材につ

いて吸水量 を比較検討 し,木 造建造物修復時 の防 腐 処 理 方 法 選 択 の資 料 とし

た。(新 井)

4)伊 達家墳墓善応殿 な らびに越後 長岡藩 主牧野家墳墓 の調査時に,密 閉度良好

な石 室お よび木棺 内の微生物を調査 した。(新 井)

(4)昆 虫学的研 究

1)厳 島神社大鳥居の海虫対策 として,低 毒性防虫剤を用い る可能性を検討す る

ために,4種 の防虫剤 で処理 した クス材 を海中に12か 月間固定お よび係留 し,

クス材か らの薬剤溶出量の測定 と海中生物に よる加 害 状 況 を 観 察 記 録 した。

(森 ・新井)

2)絵 画 と くに 日本画に発生す る虫害を網羅 し,あ わせてその防除措 置にを まと

めた。(森)

3)わ が国 において建材か ら発生す る害虫の実態 と問題点 を整理 した。(森)

4)家 屋に発生す る虫害の調査方法を まとめた。(森)

(5}爆 蒸法お よび防虫防徽剤

多湿 な環境に配置 したパ ラホル ムアルデ ヒ ドは,必 ず しも完全 に蒸散 しない ことが

あ るので,パ ラホル ムアル デ ヒ ドを積 極的 に気化す る方法 につ いて検討 した。

また,蒸 散性防虫 ・防微剤が常温で一定空間に配置 して防 虫 ・防微効果 を発揮す る

必要最少量を,パ ラホル ムアルデ ヒ ド,チ モールDDVP等 につ いて実験的 に求 めた。
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調 査 研 究

(新井 ・森)

4.考 古遺物 ・遺蹟等に関す る考古化学及び保存に関す る研 究

(1}水 中引揚げ遺物に関す る研究

北海道 江差 ・開陽丸遺物,長 崎県鷹島 ・元冠関係 とみ られ る遺物 について材質,腐

食生成物 及び,そ れ らの海域 での底質を分析 し,埋 蔵環境での劣化 との関連を検 討。

遺物 の保存 処理及び経年変化 の点検,収 蔵環境 の保全等の指導を行 った。(江 本)

② 遺跡 等の保存

佐 賀 ・史跡 久保泉丸 山遺跡,福 岡 ・史跡王塚古墳,静 岡 ・史 跡柏谷横穴遺跡 等の保

存 委員会に参加 し,調 査 および対策立案 を行 った。(江 本)

5.国 宝 高松塚壁画保 存 ・修復 への協 力(修 復技術部 と共同)

壁 画の保存状況点検 が,文 化 庁美 術工芸課 に よって昭和57年10月 に行われた。その

際,微 生物汚染の点検,殺 菌 処置お よび壁画面 の点検,修 復処置を行 った。(新 井 ・

増田)

C特 別 研 究

石造文化財一石及び類 似材料の保存 と修復に関する科学的 ・技術的研究(8年 継続,

第6年 次,修 復技術部 と共同研究)

石造文化財お よび付随す る材料 として,煉 瓦,瓦 類の焼 成品,土 壁,た た き等に関

して,そ れ らの劣化機構の解明,保 存管理方法お よび強化修復技術 の確立を綜合的に

推進 させ るのを 目的 と してい る。

本年度 は下記 の調査研究を重点的に行 った。

(1)凍 結融解 による石 の劣化 の研究

前年度 に引続 きシ ングアラウ ソ ド法 によ り岩石中の超音波伝播速 度を測定 して,岩

石(凝 灰 岩 ・安山岩)の 凍結融解繰返 し実験に よる破 壊 を 調 べた。(北大低温科学研究

所 福 田正己氏 と共 同)

石 の凍 結破砕 の原 因が凍結線 直下へ の水分の集積 とその水が凍結 す る際の凍上 力に

あ ること,そ れを防止す る方法 と してシ リコン樹脂の含浸が,石 の表面 に擾 水層をつ

くって外部か らの水 の供給 を絶つ ため に,き わめ て有効であ ることな どを明 らかに し
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保存科学部

た。(三 浦 ・西浦)

② 塩類風化に よる劣化の研究

凝灰岩の典型的な塩類風化の例であ る館 山市 ・大福寺 ・磨崖十一面観音立像 につい

て,特 定研究 石造品保存研究班 と連携 して,現 地 調査(地 質,ボ ー リング,折 出物,

水の挙動)ボ ー リングコアに よる地層,溶 出成 分の確認等 によ り,劣 化 の メカ ニズム

を解明,ク リー ニングお よび硬化処理の実 験を行 った。(伊 藤 ・江本 ・鈴木 ・樋 口 ・

三浦 ・西浦 ・新 井)

同 じ塩 類風化に よって損傷 を受けている群馬県倉賀野町 ・安楽寺古墳,石 室 内壁に

刻 まれた石仏群の現地調査を行 った。(江 本 ・鈴木 ・樋 口)

③ 大谷石の湿度に関す る劣化現象

大谷石 を20^・40°C,30^-90%R,H.の 種 々の条件 に2年 間近 く置 き,各 温湿度に

おけ る含 水率を測定 した。 また,92%お よび75%R.H.の 高湿状態か ら,絶 乾状態に

置いた大 谷石の表層におけ る劣化現象を観察 した。そ の結果,鱗 片状剥離 と粉化のそ

れぞれ の状態変化 が異 ることが判 った。(見 城)

(4)劣 化 した石 の強化,保 存 のための基礎実験

引続 き各種の薬 剤の合浸処置に関す る研究 を進 めてい る。その効果判定は,飽 和塩

類溶液浸潰 一乾燥 繰 り返 し試 験,凍 結一融解繰 り返 し試験,引 張剥離試験,屋 外曝露

試験等で行 ってい る。本 年度 か ら,従 来 の凝灰岩(大 谷石),安 山石(白 河石)に 加えて,

大理石(ギ リシャマー ブル)に ついて も試験を開始 した。大理石に よる試験は,研 究の

国際的評価を問い得 るデータが得 られ るとい う意味 で重要であ る。(西 浦)

㈲ 外 国におけ る石の保存 処置に関す る文献収集

昨年度にひ きつづき,外 国で出版 された学会誌,雑 誌,シ ンポジウム記録等の出版

物 か ら,石 の保存 処置に 関 して特 に重要 な報告を選び抄訳 してい る。今年度は,フ ラ

ンス歴 史記 念物研 究所 で行った講習会 のテキ ス トの抄訳を主 に行 い,こ れ を終 了 し

た。(三浦 ・西 浦)

D受 託 研 究

1.虎 塚古墳彩色壁画保存のための調査研究(茨城)

保存公開施設による石室内壁画の一般公開は,勝 田市教育委員会により春秋に実施
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調 査 研 究

されてい るが,閉 鎖中お よび公開前後 の壁画 の点検,石 室 内お よび観察室 の環境保全

につい て専門的な事項を受託研究費に より実 施 した。 その内容 は,石 室 内および観察

室の閉鎖中におけ る温湿度,空 気組成,微 生物 の調査,公 開前後 の計 機 類 の点 検 補

正,閉 鎖のための処置 を行 った。 なお昭和49年 度 よ りの調査研究を ま とめ(受 託研究

報告第51号)保 存科学第22号 に報告 した 。(江 本 ・門倉 ・見城 ・新井)

2.国 宝,重 文 日光社寺建造物の保 存に関する研究(栃 木 ・修復技術部 と共同)

二天門の黒化現象はけや き材の水溶性成分 が,下 地施工時 に抽 出され て表面 に浸出

し,そ こにかびが繁殖す ることに よることが わか ってい る。従 って今年度 は水溶性成

分の表面浸出を防 ぐための対 策と して,古 くか ら木 のヤ ニ止 めY'用 い られ てい る柿渋

などの効果を検討 してい る。

建造物の平彩色等の カビが発生す るのは彩 色顔 料の接 着剤 として膠が用 い られ てい

ることに起因す る。本年度 も防徽剤を配合 した膠 を用いた胡粉塗 装の塗膜 剥離 の再現

実験 および膠塗膜の接着強度試験を行 ってい る。(江 本 ・見 城 ・新井 ・鈴木 ・中里)

3.伊 遼家三代綱宗公墓所発掘に伴 う保存科学的調査研究(宮 城 ・修 復 技 術 部 と共

同)

綱宗公霊廟善応殿再建に伴 う墓所発掘調査が昭 和58年1月17日 よ り開始 され た。石

室 開 口前に内部 の温湿度,空 気組成,微 生物測定 用空気試料を採取 した後,遺 物取上

げ に伴 う注意事項を指導 し,取 上 げ遺物の応急処置を行 った。(江 本 ・門倉 ・見城 ・

新井 ・樋 口)

■

●

E科 学研究費

昭和55年度より開始された文部省科学研究費 特定研究「古文化財に関する保存科

学と人文 ・自然科学」の第3年 次で,当 部関係の研究課題および研究代表者,分 担課

題および分担者は下記のとおりである。

1.建 造物・美術工芸品の劣化現象と保存修復に関する研究

代表者 伊藤 延男

(1)応 急処理した彩色遺物の保存に関する研究 総括 江本 義理

1)膠 着剤および有機材料の分析 門倉 武夫

② 紙の劣化機構の解析と復元化に関する研究 総括 門屋 卓
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保存科学部 ・修復技術部

1)紙 の保存に関する環境条件の検討 三浦 定俊

2.古 代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究

代表者 柳澤 孝

(1}科 学的調査法による日本 ・中世絵画の実証的研究

1)赤 外テレビ撮影法の開発と応用の研究

(2}古 彫刻の構造の検出方法に関する研究

1)X線 透過法による彫刻の調査研究

3.青 銅製遺物の材質と技法の研究

(1}X線 分析

② 鉛同位体比測定

4.水 中遺構遺 ・物の探査および保存に関する研究

(1)水 中遺物の保存 総括および遺物の材質とその劣化

(1)有 機質遺物の保存

(2)遺 物の生物劣化とその対策

5修 復 技術 部

(1)概 要

総括 柳澤 孝

三浦 定俊

総括 呉屋 充庸

石川 陸郎

代表者 樋口 隆康

江本 義理

馬渕 久夫

代表者 茂在 寅男

江本 義理

見城 敏子

新井 英夫

修復技術部は,文 化財の修復に関する科学的,技 術的調査研究とその公表を主務と

する部で,保 存科学部が主に文化財の保存にかかわる科学的分析研究をつかさどる部

であるのに対し,修復技術部は老化破損した文化財を修理または復元する方法を科学

的,技 術的に研究する部である。さらに伝統的な製作技法,修 復技術を科学的に調査

研究している。

研究対象としては,絵 画,書 跡,彫 刻,工 芸品,考 古資料,出 土遺構および木造構

造物およびその組織や細部に描かれた絵や彩色,石 造構築物などに及ぶ極めて広範囲

の文化財があげられる。

研究組織としては,3研 究室6研 究員1専 門職員からなっている。

纂一修復技術研究室
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調査 研 究

木材及び漆を主材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結果の

公表を主務とする。

第二修復技術研究室

紙,繊 維又は皮革を材料とする文化財の修復に関する科学的,技 術的研究とその結

果の公表を主務とする。

■

第 三 修 復 技 術研 究 室

石,金 属,土 又は その他の無機 材質 の文化財 の修復に関す る科学的,技 術的研究 と

その結 果の公表を主務 とす る。

各研究室 とも,経 僧的な研究 として,有 形文化財 を構成 してい る材料,構 造,製 作

技法についての研究や,そ れ らを修復 す るための伝統技術 の整理体系 と科学的褒付け

の資料集積,そ して更に科学的な材料,技 法の修復へ の応 用 と開発 のため の実証的な

研究な どを実施 してお り,と くに材質 強化,補 強,接 合,剥 落防止,朽 損 部充坂な ど

につい て各種合成樹脂の応用 と技法の開発に努めてい る。

これ らの研究過程におい ては保存科学部 との共 同研究が必要 な部 分 もあ り,ま た部

内において も,一 つ の文化財が二つの研究室に またが る複 合的 な材 質か らな る場合 も

多 く,そ れ らについ ては各研究室員に よる共同作業に よって研究 が進め られてい る。

これ らの詳細は 次項 に記す通 りであ る。

(2)研 究調査活動

A文 化財保存事業費

国有文化財保存整備費の支出委任による調査研究

重要文化財明治丸御座所板絵修復調査

(美術部・保存科学部と共同研究,12頁 参照)

B一 般 研 究

1.伝 統的製作技 法及び修復技 術の研 究
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修復技術部

(1)漆 芸品の研究

港区三 田の済海寺に ある長岡藩牧野家墓所 出土の内,印 籠,黒 漆厨子,鏡 台等 の漆

芸 品について調査 した。(鈴 木 ・中里)

小山市立 博物 館 より修理依頼 のあ った石塔納入物一括は,木 造十一 面 観 音 座 像(高

21cm),厨 子入木造地蔵菩薩立像(高15cm)が 主な ものであ る。前者 は出土時パ ラパ

ラの状態であ った といわれ るが,搬 入 の際 は既に修理がな されていた。 この修理は完

全 とは云 い難 い ものであったため解体 して組直 し,玉 眼 も汚損 していたのを入直 し復

原 した。

後者は,厨 子 の塗漆 がまった く劒れ,形 もな く解体 していた ものを整理 し,一 部欠

損 していた部材 は新た に補 って原状 を復原 した。(鈴 木 ・中里)

西 ドイ ツ ・シュツッツガル ト市 リンデ ン国立民族学博物館 よ り同館蔵品の中国漆器

の修理依頼 が北村謙一 氏(奈 良),中 島淑枝 氏(東京)に あ り,中 島氏分については研究

所 が協力す ることとし,3年 計 画 の 今年 度 分 と して11点 が修理 ア トリエ に搬入 され

た。当部では保存科学 部の協 力 も得 て,X線 透視,写 真撮影,技 法調査を行い,又 修

理 過程の記録作成 も行 ってい る。 ヨー ロッパに おいて既に ワックスに よる修理がな さ

れてい るもの も多 く,修 理 に際 し大きな障 害 とな っている。(中 里)

社寺等古 建築の外装化粧材料 と しての漆 塗膜 の基材(木 部)へ の密着強度(実 際には

漆塗膜 自体の凝集力)と その耐久性の平面 引張 り強度試験 による実験的研究 を 継 続 的

に行 ってい る。耐久度の判定には劣化促進 処理(温 冷水処理,煮 沸処理,ウ ェザー メ

ーター処理,屋 外曝露処理)を 用いてい る。 試 験片 としては ヒノキ及び ブナ材 に実際

に文化財建造物 の修理を行 ってい る漆塗装技術者あ るいは漆芸 家が漆塗 装 した ものを

用 いている。(西 浦)

② 出土金属工芸品の製作技法の研究

現在 までに得 られた古代象嵌技法の知見に もとづき,そ の技 法の復原 を試み た,ま

た 水銀 アマルガムに よる各種鍍金法について も記録 を行 った。(鈴 木 ・青木)

③ 装潰技法 の研究

伝統 技術 としての装潰技法 に関す る調査研究を継続 してい る。本年度 か らは,正 倉

院 蔵屏 風の調査 と関連 して,屏 風製作に関す る技術用語の収集を始 めた。製紙 に関連

した古代の技術 の うち,「打紙」について文献に よる年表の作成等 を行 った。古 写経料

一33一



調査 研 究

紙 の繊維を観察す るた めのプ レパラー トは,数 点ずつ では有 るが,継 続 してい る。 こ

れ は,製 紙技術 の変遷 を知 るた めの基礎作業 である。(増 田)

装漢技 術及 び書画の素材 としての紙絹 に関す る中 国 文 献 の調 査,研 究 を 行 った。

(鶴田)

中国におけ る図書の防嶽法に関 して調査を行 った。(鶴 田)

2.合 成樹脂に よる彩色保存の研究

(1)重 要文化財 浅間神社拝殿の襖仕立の天井絵(約1.5間 ×1.5間)12面 を と り

はず して修理をす ることにな ったが,画 面 の損傷が著 しいため合成樹 脂に よる応急

的 剥落 どめが必要 とな り,現 地指導を行 った。水溶性 アク リル樹 脂 と溶剤性ア ク リ

ル樹脂(B-72)に よる剥落 どめを比較検討 した結果,パ ラロイ ドB-72の4～6%ト

ルエ ン溶液 で剥落 どめを施 し,更 にそ の上か らレーヨ ンペーパーをふの りを用いて

養生貼 りして安全に取 りはずす ことができた。 しか し,と りはず した絵 の保管 中に

カ ビが生 え,そ の防止が容易ではなか った。(樋 口)

(2)栃 木県小山市立博物館に寄託 されてい る安房神 社所 有の「東北鉄道 開通記念

絵馬」は,明 治19年 の製 作で,保 存科学部 の顔料分析に よる と,胡 粉 下 地 の上に ブ

ル シャンプルー等を用いて描 かれ た ものである ことが判明 した。 この板絵 の顔料 の

粉化お よび層状剥離に対 し,ア クリルエ マルジ ョン(プライマルAC-34)を 用い 剥

落 どめを実施 した。(茂 木)

(3)岐 阜県恵那郡岩 村町 立郷土資料館h員 に対 し,絵馬彩 色剥落 どめ の技術的助

言を行 い,r七 福神之図」「日之出鶴」等8点 の絵馬の彩色剥落 どめを実 施 した。使

用 した接 着剤 は,ア クリルエ マル ジ3ン(プ ライマルAC-34),水 溶性 アク リル樹脂

(バイ ンダー18),フ ノリ。 一部にかな りの徽の発生が見 られ たので丹念 に除去 した

後,生 物 研究室 の指導を得て,チ モール10%の エ タノール溶液吹付 の防 微処置 も実

施 した。(茂 木)

3.木 造文化財の合成樹脂に よる修復技術の研究

本年度 は三件 の木造建造物 の合成樹脂に よる修理を指導 した。鹿 児島市 の史跡 磯

庭 園正門の半解体修理 に際 し,外 観上異状はないが内部が白蟻に よる虫害 でほとん ど

空 洞化 した樟材 の柱3本 と梁1本 の樹脂加工に よる修理を指導 した。損傷材 の側面を

蓋 割 りして内部を挟 りとって厚 さ2～3cmの 殻状 に し,その中に構造荷重に耐え る桧
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の角材 を芯材 と して挿入 した 後,古 材 の殻 と芯材 との間隙に ガラスマイク ロバ ルーン

混入 エポキシ樹脂 を注入 して接合 した。 また間隙の大 きい箇所に は硬質発泡 ウ レタ ン

を充填 した。(樋 口)

徳 島県の重要文化財 旧小 妥家住宅 の解体修理 では,小 屋梁(長 さ約930cm,断 面

27cm×34cm)が 腐朽 と白蟻 の蝕害 で長 さ方 向に約1/4程 度 にわた って内部が崩壊 して

いた。 この修 理では崩 壊 した部分 の上端 を蓋割 りして内部 を清掃 し,崩 壊 した部分に

相当す る新たな芯材を入れて,残 存す る健全 な芯材 にエポキシ樹脂を接着剤 として重

ね継 ぎ し,外 皮 と芯 材 との間隙には硬質発泡 ウ レタ ンを充填 し接合 した。 また外皮の

破損部分は,FRPの 内張 りとアラルダイ トXN-1023に よって補修 した。(樋 口)

横浜三漢園に重要文化財 旧燈明寺本堂 が再建 され ることにな ったが,解 体保管中

に著 しく腐朽損壊 した松材の外陣虹梁2丁,梅 材 の柱2丁 の合成樹脂 に よる修復が本

年度か ら来年度にかけて実施 され る。今年度 は大斗等 の組物 の一 部を修復 したが,腐

朽部分 はすべ て挟 りとった後,欠 損部は新材を ガラスマイ クロバルー ン混入エポキシ

樹脂 で接合 して整型 した。 また,虹 梁は腐朽部分に ウ レタン樹脂 を含 浸 して強化 した

表面層だけを標本的 に切 りと り,こ れを伊藤所長の指導で強度 計算 した新材に象 嵌す

るように接着す る予定で ある。(樋 口)

4.石 造文化財の修復処置に関す る研究

東京 都青梅 市成木熊野神社 の石造扁額は当社 の石造鳥居(文 政2年 建立 銘)に かかげ

られていたが,大 正6年 鳥居 の倒壊 とともに損壊 し,そ の後補 修 されたが,再 び損壊

して11箇 の破 片に分 断され ていた。破片 の1部 は熔融硫黄を もって成形色合せ して欠

失部分を補足 していた。修復 にあた って,こ の硫黄擬石の部分はその ままと し,各 破

片の表面を十 分に清掃 した後,エ ポキシ樹脂(ア ラル ダイ トCY-230,硬 化剤エ ポメ

ー トBOO2)に 添加 剤を加xて 粘度 を調整 した もので接合 し,欠 損部分は樹脂擬石 で補

足 して硬化後擬石表面を盟 で削 って成形 した。更に全体に アルキル アル コキ シシラン

系強化剤(SS-101)を 塗布含 浸 して仕上げた。(樋 口 ・鈴木)

史跡 尚古集成館(鹿 児島市)の 望嶽楼 の土 間に敷 きつめ られた唐草模様の敷瓦が最

近著 しく風化が進 行 したので,こ の保存 処置 について調査 した。風化 の直接原因 は排

水 が不完全なために土間に水が溜 ることであ ると思われ,排 水を完全 に してか ら、劣

化 した瓦 をアルキルアル コキシシラ ソ系強化剤に よ り含浸強 化す ることが有効である
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と判断 した。(樋 口)

岩手 県平泉町の達谷の磨崖仏(町 指定)の 保存 処置 につ いて調査 した。 この磨崖仏の

著 しい風化の原因は,彫 刻面のあ る岩 山の裏側 に深 さ10mほ どの谷があ り,こ の谷 に

堆 積 した土砂が多量の水を含 み,こ の水が岩を通 して磨崖仏 の表面か ら蒸発す るとき

多量の塩 類を析出 して岩石 を風化 させ る もの と考xら れ る。対策 としては谷の排水が

最 も重 要であ り,そ の後 で樹脂に よる強化処置 をす るのが適 当で あ る と思 わ れ た。

(樋 口)

重要 文化財 旧札幌電話交換局舎(博 物館 明治村)の 石材修理 のための樹脂処置を指

導 した。 その破損 は,明 治村に移築 した ときの セメ ソ トモルタルに よる補修部 分の剥

離,脱 落が 多か った。今回 の修理 では打ち継 ぎ用エ ポキ シ樹脂を補修部に予め塗布 し

ておき,モ ル タル擬石 で繕 うように した。 また必要に応 じて樹脂 擬 石 も一 部 併 用 し

た。(樋 口)

重要文化財 通潤橋(熊 本県矢部町)は 約10年 前に修理 されたが,通 水管 の接 合部 よ

り漏水す るよ うにな った。 この接合部の大部分は伝 統的 手法であ る漆 喰を主 とした特

殊 な目地材がつめ られ ていたが,一 部に樹 脂 も使 われてお り,そ こか ら漏水す るらし

い との連絡 で現地調査 した。その結果,漏 水箇所 は修理時 に漆喰 目地材が つめ られ て

いた接合部 の間隙が大 きいため間 もな く漏 水 し始 め,そ れを とめるた め上か らエポキ

シ樹脂を2～3mmの 厚 さに流 した箇所 であ った。 その程度 のことでは無効だ ったので

あ る。現地の要望であ った樹脂 の除去 は機械的に簡 単に行 うことが できた。(樋 口)

沖縄 県那覇市,重 文 ・園比 屋武御嶽石 門の解体修理に伴 う古材(石 灰岩)の 修復処置

として,シ ラン溶液(SS-101)の 含浸に よる 強化処置 と,石 材表面の穴に石灰岩の細

粒 を充填 して上 か らとア クリル樹脂(パ ラ ロイ ドB-72)と の混 合 物 を 浸み込 ませ る方

法に よ る穴埋 め処置 につ いての基礎実験及び現地での実地技術指導を行 った。 又,古

屋根材 の元位 置の調査,確 認,棟 石の劣化状態 と修復方 法 の 検討 等 も併 せ 行 った。

(西浦 ・樋 口 ・伊藤)

長崎県平戸市,重 文 ・幸橋の解体修 理に伴 うアーチ石の強化防水処置及 び笠石の修

復処置につ いて調査,指 導 した。 アーチ石の処理は,1.8×1.2×0.8mの 鉄製水槽中

に樹脂溶液を入れ,そ の中に クレー ンで 石材(平 均1×0.5×0.5m)を 浸潰す るとい

う大規模な ものであ る。基礎実験 の結果,15分 間浸潰を2回 繰 り返す ことに より,効
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果的に充分な含浸量が得 られ ることがわ か り,そ の通 り実施 された。 尚,含 浸強化処

置の前に,石 材の塩抜をき行 ったが,ダ ム下 流の川中に河床 を堀 り起 して塩抜 き場を

作 り,そ の中に5週 間浸潰 す るとい う方 法に依 った。又,笠 石 の修復処置(接 着,充

填成形)は,エ ポキ シ樹脂に適当な充填材(石粉,エRジ ール,ガ ラスマイ クロバルー

ン等)を 適宜使い分けて行 った。(西浦)

北海道小樽市,重 文 ・旧 日本郵船 小樽 支店 の修理調査工事 に関 して,外 壁石(安 山

岩,凝 灰岩)の 劣化 状態,原 因,修 復方 法の調査検討及び必要な予備基礎実験計画の

策定を行 った。本石材の劣化は,凍 結一融解 がその主原 因 と考 え られ,破 損石材 につ

いては取替えが,保 存 処置 としては シラン溶液(SS-101)含 浸に よる擾水性 の付与が適

当 と判断 した。予備基礎実 験は,北 海道 大学低温科学研究所 との共 同研 究に よ り,凍

結一融解作用に対す る耐久性を中心 に種hの 試験 を継続 中である。(西 浦)

三 重県津市,重 文 ・専修 寺如 来堂 の修理に おけ る再用大棟獅子 口瓦につい ては,シ

ラ ン溶液(SS-101)の 含浸処置を行 う予定 であ るが,表 面炭素部(黒 色部)が 消失 し薄

茶褐色にな って しまってお り,黒 補 色を行 うぺ く基礎実験 を継続中 である。退色 した

丸瓦(専 修寺)を 試験片 としてi数 種 の樹脂に松煙 を混合 した もので補色 し,劣 化促進

試験に よ りそ の耐久性を調べ る事に より適当な樹 脂の選定 を行 うものであるが,現 在

までの ところアク リル樹脂 が良い結 果を示 してい る。(西 浦)

5.金 属製品の修復処置の研究

鉄製品は,東 京国立博物館保管大阪府 カ トンボ山古墳 出土 品,広 島県大塚古墳 出土

短 甲,千 葉県大崎台遺跡出土品,長 野県 別所温 泉将軍塚古墳 出土 品一括 につ いて修復

処置 を実施 した。 これ らの処理を通 じて イオ ン交 換樹脂 を用いた循環法 に よる脱塩処

理法を確立 した。(青 木)

6.遺 跡 ・遺物 の保存に関す る研究

世田谷区下 山遺跡発見の石棺の移築を発泡 ウレタンを利 用 して行 った。 また栃 木県

芳賀町芳賀遺跡住居趾内の炭化 カヤ材の取 り上 げ保存 を指導 した。(樋 口 ・青木)

土層 の剥 ぎ取 りは,茨 城県三反田貝塚,神 奈川県遺跡,埼 玉 県猿 見北 遺跡,川 口2

号遺跡 な ど,関 東 ローム,泥 炭,貝 塚その他な ど各種の土層の剥 ぎ取 り試験を行 った

が,関 東 ローム層 につ いては今後 とも技術的改良を加え る必 要があ る。(樋 口 ・青 木)

1.国 宝 高松 塚壁画修 理事業への協 カ
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昭和57年9月 に行われた,壁 画の保存状況点検に際 して,修 復作業に参加,部 分的

ク リー ニソグを試 みた。(増 田)

C特 別 研 究

石及び類似材料の保存 と修復 に関す る科学的 ・技術的研究(8年 継 続,第6年 次,

保存科学 部と共 同研究,28頁 参照)

劣化 した石の強化保存処置 と しての樹脂の含浸処理 については,有 効な材 料,処 理

方 法に関 して多 くの実験,調 査 を行い,広 く検討 し,沢 山のデー タの蓄積 が得 られ て

いる。 それ らの整理 とよ り詳細 な実験研究は継続 して行 ってい る。試験材料 として,

従来用い ていた凝灰岩(大 谷石),安 山岩(白河石)に 加えて今年度か ら大理 石(ギ リシ ャ

マーブル)につい ても実験を行 ってい る。 大理 石に よる試験は,研 究の国際 的評価を

問 い得 るデータが得 られ るとい う意味で重要 であ る。(西 浦)

割損部の接着,欠 損部の充填成形等の修復 処置 につ いて も,そ の耐 久性等 の基礎的

実験研究及び,特 に人工樹脂擬石については,作 業性,コ ス ト等 を勘案 した実際的な

調査研究 を行 っている。(西 浦 ・樋 口)

その他,瓦,煉 瓦等類似製品について も,石 に準 じた方法 で,強 化保存処G,修 復

処置についての実験研究,実 地 調査を行 っている。(西 浦)

雪

D受 託 研 究

1.仙 台伊達家三代綱宗公墓 所発掘 に伴 う保存科学的調査研究(宮 城)(保 存科学部

と共同研究,30頁 参照)

出土 した遺物 の うち,脇 差,和 バサ ミを埋 もど しのため応急処理を した。脇差はX

線撮 影後,漆 部 分 と刀身 を分離 。 刀身は アク リル樹脂(パ ラロイ ドB-72)の 減圧含浸

に よって強化 した。 鞘 の木質は イソシアネー ト樹脂(PSNY-10)に て強化,漆 膜は木

質 にエポキシ樹 脂(ア ラルダイ ト(Y-221,HY-83?)で 接着 した。なお小柄は別途保存

す ることに した。

和 バサ ミはア クリル樹脂(パ ラ ロイ ドB-72)で 減圧含浸強化 し,破 片をエ ポキ シ樹

脂で接着 した。

2.福 岡県重文「福間浦 鰯網漁図」絵馬の修復研究。
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修 復技 術部

本絵馬は安政4年(1857)に 奉納 された,145cm×222cmの 比較的大型に 属 す る絵

馬 であ る。鰯の地 引網 に湧 き上 る多勢 の人 々の表情 も豊 に描かれ てい る。全体に施 さ

れ た胡 粉下地 の層は薄 く層状剥離 は少 な く,粉 状に老化 している。背景を成す山 々の

み かな り厚 手の層で層状 剥離 である。画面 の中央に広い面積 を占め る海は薄手の胡粉

下 地に 群青 をのせ ているが,ほ とん どの群青が粉状 に剥落 して胡粉下地が露出 し白い

海 とな ってい る。他 は200人 を越す人 々の衣服 等の顔料 が多彩で あるが,剥 離 も多 く

見 られ た。処 置 と してはア ク リルエマルジ ョン(プ ライマルAC-34)の 約7%,15

%,30%の 溶液 や フノリ液 を準 備 し彩色の種類 に応 じて含滲 ・注入を行い圧着 した。

周囲に しみ等を生 じない よう水溶性 ア クリル樹脂(パ イ ンダー-18)の約3%溶 液を噴霧

した。

3.鉄 造茶釜「永正二年 銘」の保存修復 に関す る研 究(山 口)

胴経48.5cm,総 高42.Ocmに お よぶ鋳鉄造 のいわゆ る真形釜で胴上半 に 銘 文 文字

を鋳出す。銘文部分な ど釜 全体に錆が鱗 片状に剥離 してお り,ま た ロ辺 お よび胴下部

に大 きな欠失部分があ る。

釜全体を強化す るため樹脂を含浸 させ る必要があ ったので,新 しい減圧含 浸法と し

てシ リコー ンラパ ーを用いた殻構造の特 殊減圧含浸法を開発 し,こ れに よってパ ラロ

イ ドB-72を 減圧含浸 して釜を強化 した。欠失部はエポキ シ樹脂FRPで 補 修 した。

4.出 土銅造仏の保存修復処置の研究(東 京)

(保存科学 と共 同研究)

この銅造 仏は,武 蔵 国分寺発掘調査 に伴 う道路状遺構 内か ら出土 した全高30.Ocm

の奈良時代の観音菩薩立像 である。鋳銅製 で,火 を うけたためか鍍金が見 られず,割

れた脚部断面を見 ると砂つぶ大 の粒子が固 ってお り,触 れ るとくずれて しまう状態で

あ った。

構造調査一セ シウム137を12時 間照射 して 撮影 した結果,中 型が腰あた りまで しか

な く,懸 の多い構 造であ ることがわか った。

材質分析一放射化分析の結果,銅 を主成 分と し,不 純物程度の他物質を含む こと,

また鉛同位体比分析 に よって 日本産の銅 を使 用 していることが判明 した。X線 回折 で

錆 を分析 した ところ塩基性塩化銅が確 認 された。

修復一機械的方法で泥や錆を除き,60°C程 度の温 水で脱塩 処理 を行 った。乾 燥後
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調 査 研 究

ベ ンゾ トァ ゾール3%ア ル コール溶液 を減圧含滲 して塩化銅 の安定化処理を した後,

アク リル樹脂(イ ンクララ ック)を減圧含 浸 して仏像 を強化 した。破片は エポキシ樹脂

で接着復原 した。

E科 学研究費

昭和55年度より開始された文部省科学研究費特定研究「古文化財に関する保存科学

と人文,自 然科学」の第3年 次で,研 究課題の統合が行われ,当 研究所修復技術部関

係の研究課題および研究代表者,分 担課題および分担者は下記の通りである。

1.建 造物・美術工芸品の劣化現象と保存修復に関する研究 代表者 伊藤 延男

(1)文 化財建造物の構造力学的研究

古建築構造部材接合部の力学的研究

2.水 中遺構 ・遺物等の探査および保存に関する研究

(1)水 中遺物の材質およびその劣化

水中金属遺物の保存に関する研究

3.遺 構 ・遺物の探査および保存修復に関する研究

(1》遺構断面層序の剥ぎ取り保存および貝層断面の保存法

遺構保存処理および考古学的検討

4.遺 構 ・遺物の探査および保存修復に関する研究

(1)石 造文化財の保存 ・修復に関する研究

5.近 代百年中国画家資料の収集と研究

従来,日 本は勿論,欧 米,

研究の基礎資料として,

総括 伊藤 延男

西浦 忠輝

代表者 茂在 寅男

一般研究(c>

中国において も未開拓 の分野であ った近百年来中国絵画

1920年 代,30年 代を中心 とす る民国期刊行 図書及び雑 誌か ら

画家 カー ド,絵 画関係事項 カー ド約20,000枚 を作成 し,漢 字筆画順に整理 した。 また

大阪橋 本家,岐 阜高橋家,兵 庫司馬家等収蔵の近代中国絵 画について写真 資料 の作成

を行 い,各 画家 の画風の展開,画 壇の動向を考察す る資料 とした。 また,画 家 の活躍

期,字 号等 に関す る資料 としても役立て ることができた。

青木 繁夫

代表者 田中 琢

総括 樋口Yi'i治

青木 繁夫

代表者 田中 琢

総括 鈴木 友也

研究者 鶴田武良
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二

情報資料部

6.情 報資料部

(1)概 要

情報資料部は,従 来美術部資料室の行 って きた美術に関す る研 究 資 料 の 作 成,収

集,整 理,保 管等 の業務 を充実発展 させ,さ らに研究所各部の所掌にかか る資料を対

象 とす るこ とを 目的 として昭和52年4月 に発足 した。

当部 の収集す る諸資料 な らびに情報は直接間接に文化財 行政に寄 与す るものである

が,ま た 同時 に草創以来 内外 の研究者の利用に供 して,文 化財に関す る研究資料 セ ン

ターの役割 を果 し,多 大 の支持 を得 て今 日に至 ってい る点 も特記 され る。

当部研究 員は これ らの業務 を分担遂行す るとともに各専門領域に おけ る調査研究を

進 め,そ の成果 を機関誌 「美 術研究」ほ か専門誌,学 会誌,毎 年開催 され る公開学術講

座その他の研 究集会 等で発表 している。

文 献 資 料 研 究 室

各種研究資料 の収集,整 理,保 管,閲 覧."'f;」の業 務を行 うと ともに,毎 年,日 本 ・東

洋古美術に関す る雑誌論文及び単行図書を分類集 録 した文献 目録 を編纂 し,美 術史学

界は じめ関連学界に貢献 してい る。定期刊行物所 載古美術 関係文献については前回の

昭和11-40年 の 目録に引続 き,昭 和41年 以後の 目録作成準備を続行中であ る。

これ らの業務 のほか,当 室研究員は,日 本 ・東洋古美術 各分野で,専 門的調査研究

を進め てそ の成果を公表 してい るが,今 年度は別掲の科学 研究費に よる研究を担当 ・

分担 し,ま た落款 ・印章 に関す る特別研究に参加 した。

写 真 資料 研 究室

研 究用写真 資料の作成,収 集,整 理,保 管,閲 覧を行 うとともに,各 研究者の調査

研究活動に協力 して研究資料を撮影 し,資 料 の充実 につ とめた。 また,こ れ に平行 し

て,美 術研究所 当時に撮影 した ガラス製写真 原板の転写 を昨年度 に引続 き実 施 した。

こ うした作業 のほか,当 室研究員は,古 美術研究の分野 で専 門的 調査 研究を進 め,

その成果を公表 し,ま た別掲 の科学研究費に よる研究及び特別研 究に参加 した。
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調 査 研究

(2)研 究調査活動

A一 般 研 究

1.日 本古代中世絵画史の研究

(1)仏 教絵画研究

滋賀県常楽寺蔵釈迦八相図をはじめ,千 葉県安興寺蔵仏浬架図など3点 の仏浬繋図

の凋査。(関口)

② 科学的方法による材質技法の研究

特定研究「古代中世における絵画彫刻染織品の材質技法に関する科学的研究」(代表

者 柳澤拳)に参加し,法界寺阿弥陀堂柱絵を調査した。(関口)

③ 経巻荘厳画研究

延暦寺蔵紺紙銀字法華経,松 平頼明氏蔵法華経,善 導寺蔵観普賢経,善 通寺蔵一字

・一仏法華経などの荘厳画を調査研究した。(江上 ・米倉)

(4)中 世絵画史研究

科学研究費(一般研究A)に 関連して京都泉涌寺の寺宝並びに北九州地区浄土系寺院

の寺宝調査を行った。また特別研究に関連して,鎌 倉時代の年紀をもつ絵画作品につ

いて資料収集を行った。(宮 ・江上 ・関口)

(5)絵 巻研究

諸家分蔵の浄土五祖伝絵及び米国所在の因果業鏡図,個 人蔵のざれ絵について調査

を行った。(宮)

(6)高 僧伝記絵の研究

法然上人伝絵の調査研究を継続。本年は所謂「弘願本」(知恩院蔵本,堂 本家蔵本)と

大阪市立博物館蔵本の調査を行うと共に,法 然上人伝絵諸本の系統研究を進めた。ま

た法然上人伝絵との関連で善導寺蔵「法然上人画像」の調査を行った。

更に別掲の科学研究費による「大和絵摸本の研究」により本年度は東京芸術大学蔵住

吉家粉本,京 都市立芸術大学蔵土佐家摸本の調査を行ったが,特 に中世絵巻関連資料

の中から「遊行上人縁起」などについて新知見を得ることができた。(米倉)
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2.日 本近世絵画の研究

(1)近 世初期障壁画の研究

聚光院,高 台寺,智 積院,天 球院など京都の寺院の障壁画作品の調査を行った。

(鈴木)

② 江戸時代絵画の研究

東京在住の個人コレクションの作品の調査ならびに徳本寺蔵の宋紫石関係資料の調

査を行った。(鈴木)

㈲ 中部地方の近世絵画の研究

総合研究㈹「中部地方の近世絵画」(研究代表者 名古屋大学文学部 河野元昭)に参

加し,福井県,石 川県,長 野県の社寺,美 術館等所蔵の近世絵画の調査 ・研究を行っ

た。とくに岩佐又兵衛の作品および関連資料について新知見を得た。(鈴木)

(4)在 米近世絵画の調査研究,

ポストン美術館主催の「日本絵画に関するシンポジウム」に出席し,同館所蔵の近世

絵画,お よび室町水墨画について,こ れを親しく調査する機会を得た。また,シ ンポ

ジウム閉会後,サ ンフランシスコ東洋美術館にて狩野派および中世漢画派の障屏画作

品の調査を行った。(鈴木)

(5)泉 涌寺所蔵の近世障屏画の調査

科学研究費(一般研究A)に よる京都泉涌寺の宝物調査に同行し,同寺伝来の近世障

屏画作品の調査を行った。(鈴木)

3.東 洋古代絵画研究

に}敦 燈絵画研究

大英博物館編纂の所蔵敦焼画図録刊行に協力し多くの新知見を得るとともに著者と

の意見交換,修 正提案を通じて敦煙画の体系化をはかった。(上野)

② 西域古代絵画史研究

キジル ・アスターナを中心に,資 料と情報の収集を継続している。(上野)

4.東 洋古代文様史研究

舶載紙と思われる誓願寺蔵孟蘭盆縁起に使用の唐紙の文様などを技法的,様 式的観

点から調査研究した。(江上)

5.中 国絵画の研究
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10月 に北京故宮博物 院お よび上海博物館を訪れ,所 蔵 品調査 の機会 を得 た。特に中

国絵 画が 日本の室町水墨画,近 世初期絵 画にあた えた影響 を検討,考 察す る うえで重

要 と思われ る作品を寓 目す ることがで き,多 くの収穫 が得 られた 。(鈴木)

6.東 洋美術の地域間交流に関す る文献資料の研究

引続 き関係文献の調査 ・収集 ・研究を行 うとともに,昨 年度開催 された シ ンポジウ

ムの報告書「東 アジアにおけ る美術交流」を編纂刊行 した。(上 野 ・江上 ・米倉)

B特 別 研 究

「落款 ・印章 ・賛文 ・銘記の研究」(研 究代表者 情報 資料部長 宮 次男)

研 究 目的

本研 究は,わ が国 の中世 ・近世 ・近代の絵画 ・書蹟 ・彫 刻等 の うち,落 款 ・印章 ・

賛文 ・銘記 を有す る作品を対象 と して,こ れ らの資料 を極 力調査 収集 し,そ の基礎資

料に よって,作 品の鑑別,真 偽判定等を行い,作 家研究を推進す るものであ る。

実 施要領

1,中 世以降,近 世 までの彫刻及 び絵画作品にみ る銘記,賛 文 資料を収集 整理 して研

究を行 う。

2.本 研究所が現在 所蔵 している近世画家 の落款 ・印章の写真資料を さらに充 実す る

ことに よ り,研 究 の進展 をはか る。

3.近 代美術の分野 では,明 治以降主要 日本画家の 印譜作成を行い,洋 画家について

は主要作品のサイ ン写 真の収集に務 める。

4,こ の研究は美術部情報資料部 の共同研究 によ り遂行す るものであ る。

C科 学研究費

「中世美術における伝統と大陸影響とに関する実証的研究」

(一般研究㈹ 代表者 宮 次男)

分担課題

(1}肖 像絵巻にみる宋元画の摂取(宮・真保)

② 仏画における大陸影響とその対応(柳沢・関口)
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③ 唐紙意 匠の導入 と影響(江 上)

(4》 渡来仏像 と頂相彫刻(猪 川)

(5》 舶載染織 品と伝法衣(田 実)

本研究は,わ が国 中世美術の もつ諸要因,す なわ ち,平 安時代に形 成 された和様,

奈 良時代様 式へ の志 向,大 陸美術 の影響 など,中 世美術を形成す るための基本構造 を

作 品に即 して,明 らかにす るものであ る。 この 目的 に沿 って,京 都 ・泉涌寺の総合調

査 をは じめ,北 九州地区の福岡 ・善導寺,誓 願寺,久 留米 ・善導寺,大 分 ・岳林寺 の

中世絵画,彫 刻類の 調査を行 った。

また このほか,個 々の作品 と して,彫 刻 では清涼寺式釈迦 像を とりあげ,大 阪 ・延

命寺,釈 尊寺,奈 良国立博物館,福 岡 ・小沢氏,大 興善寺,京 都 ・浄福寺,聖 光寺,

光照院,善 導寺 の諸像 の調査を行 った。

絵画関係 では,京 都 ・東寺蔵両界曼茶羅乙本,東 京 ・個人蔵孔 雀明王像,奈 良 ・春

日大社蔵春 日憂 陀羅,春 日御験記台,鎌 倉 ・光明寺,大 阪 ・藤田美術館,久 保惣美術

館,京 都 ・北村 家に分蔵の浄土五祖絵,東 京 ・個人蔵西行物 語絵,さ らに経典関係 と

して,滋 賀 ・延暦寺蔵紺紙銀字法華経,香 川 ・善通寺蔵一字一仏法華経序品,東 京 ・

松 平頼 明氏蔵 法華経8巻 の調査 を行 った。

さ らに,新 資料 の情報を得 るために,地 方 自治体指定の文化財 目録及び文化財に関

連す る図書 ・出版物 に関す る情報の収集を行い,そ の集積を続行 してい る。

「近年 における日本 ・東洋美術史研究の動向に関す る研究」

(一般研究(B)研 究代表者 上野 アキ)

第二 次大 戦後 日本 におけ る東洋 ・日本美術史研究は飛躍的な発展を とげたが,同 時

に欧米におけ る美術史研究 も,特 に東 アジアすなわ ち中国 ・日本 ・朝鮮に関 して著 し

い進展を示 した。また中国 及び韓国 におい ては全 く新 しい体制の もとに出発 し,同 様

の発達を見せている。 これ らは研究者 の増加,新 しい調査方法の採用,新 発見,相 互

交流な ど,様 々な要 因に基 づ くものと考 え られ る。本研究の担当者,分 担者はそれぞ

れの専門分野を中心 に,当 研 究 所 の美 術 史 部 門でそれ ら情報の収集につ とめて来た

が,戦 後40年 近い この時期 に過去4分 の1世 紀を中心 と して,資 料や情報に整理を加

え,近 年におけ る日本 ・東 洋美術史研究 の動向に関 して,方 法論的な発展の跡を多角

的に分析検 討 しようとす る ものである。
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調 査 研 究

本年度は定期刊行物所載日本東洋美術史研究文献に関するデータの整備拡充につと

め,あ わせて単行図書ならびに中国・韓国及び欧文文献に関するデータの収集を行っ

た。

「大和絵摸 本の研究」

(一般研究(C)研 究代表者 米倉迫夫,研 究分担者 江上 綬)

現在各所 に様 々な作家や流派 に よる模本 ・画稿資料が残 され てい るが,一 部を除 き

注 目され る機会 も少 ない。 しか しそれ らは作家 ・流派の関心の所在,古 画学習 ・伝習

の実態,作 品の制作過程,原 作 品に関わ る情報 などを知 ることので きる貴重な資料 で

ある。 当研究は この よ うな模本 ・画稿資料 の重要 さに着 目 し,昭 和56・57年 度にわた

り,対 象を大和絵資料に限定 して調査研究 を進めた。昨年度の金刀比羅宮蔵 為恭旧蔵

模本 コ レクシ ョンに引 き続いて本年度は東京芸術大学蔵住吉家粉本,京 都市 立芸術大

学蔵 土佐 家模本 の コレクシ ョンの調査研究 を進 め,同 時に全作品の写真資料 作製に努

めた。

7.主 要研究業績

①:著 書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表 ⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他

昭和57.4～ 昭和58.3

伊藤 延男(所 長)

① 文化財保存 と国際交流 「文 化庁月報」57.12

① 日本の石塔 「日本古寺美術全集6」 集英社5&1

① 「木造文 化財 の保存 に関す る国際研究集会」の意議 と成果

「月刊文化財」 第_.法 規58.2

① 小仏堂 の空 間 「日本古寺美術全集18」 集英 社58.3

⑤ 日本人 と木 の文化 朝 日ゼ ミナール5&2
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一

主要研究業績

美 術 部

真保 亨(美術部長)

① やまと絵の四季

① 光琳の工芸図案帖

① 光琳の鳥獣写生帖

② 平安時代の絵巻における草花表現

② 江島縁起絵巻

② 三十六歌仙絵(書伝為相筆)

③ 吉野山図屏風(渡辺始興筆)

③ 付喪神絵巻他

③ 慈恩大師立像(大英博物館蔵)

④ 江戸大美術展

④ 三十六歌仙絵巻

⑥ 江戸大美術展報告

⑥ 等伯と障壁画(講 演要旨)

田村 悦子(主任研究官)

「花鳥画の世界1」学習研究社

岩崎美術社

岩崎美術社

「美術と草花」集英社

三浦古文化32

美術研究323

月刊文化財223

「御伽草子絵巻」角川書店

「慈恩大師御影聚英」法蔵館

東京国立文化財研究所総合研究会

美術部 ・情報資料部研究会

月刊文化財223

等伯2

57.11

58.1

58.1

57.11

57.11

58.3

57.4

57.5

57.11

57.5

57.12

57.4

58.3

② 親鶯の,特 に坂東本r教 行信鐙』の筆蹟 につ いて 下 美術研究32057.6

③ 上宮聖徳法王帝説 ・三十六 人家集 ・熊 野懐紙 ・親鶯 自筆書状類の内,今 御前 の

母宛 ・親鶯筆坂東本教行信澄 ・一 念多念文意

「日本古寺美 術全集21・ 本願寺 と知恩院」集英社57.5

猪川 和子(主 任研究官)

⑤ 仏像概説

⑥ 密教時代の開幕と木彫の隆盛

⑤ 唐風より和風の彫刻へ

⑥ 飛鳥・白鳳時代の彫刻

田実 栄子(主任研究官)

① 武家の染織(共著)

① 染織・服飾(共著)

③ 戦国時代の服装

一47一

新潟県柏崎市公民館

朝 日カルチ ャーセ ソター横浜

朝 日カルチ ャーセ ソター横浜

世 田谷区老人会館

中央公論社

「日本の美術11」第一法規

「別冊歴史読本」新人物往来社

57.5

57.7

57.7

57.8

57.12

58.2

58.3



調 査 研 究

⑤ 上杉謙信所用紬小袖考 井筒工芸染織館57.9

⑤ 江戸か ら明治 ・大正の小袖 朝 日カルチ ャーセ ンター横浜58.1

柳澤 孝(第 一一研究室長)

② 異色 ある孔雀明王画像 美 術研究32257.12

② 科学的調査法に よる日本古代中世絵 画の実 証的研究(三 浦 と共 同)

特定研究「古文化財」昭和57年 度年次報告書58.3

③ 平安 前期 の二大両界曼茶羅 アサ ヒグラフ「弘法大師 と密教美術」58.3

④ 鎌 倉時代 の四天王について

ボス トン美術館主催「日本絵 画に関す る シンポジウム」57.11

④ 赤外線 テ レビに よる日本古代中世絵 画の研 究 一特に法界寺柱絵 を中心 に一(三

浦 と共 同)特 定研究「古文化財」研究会58.3

増 田 勝 彦(第一研究室)

② 製紙 に関す る古代技術の研究(II)一 打紙に関す る研究一 保存科 学22号58.3

⑤ 保 存修復用資材 としての和紙製造の問題点

第12回 文化財保存修復 研究 協議会58.3

⑤ 表具工程 とそれに使 用され る和紙 第4回 細川紙 技術 保存 研修会58.3

関 千代(第 二研究室長)

③ 夏の女 太陽23257.5

⑤ 近 代の画巻 第16回 美術部 ・情報資料部公開学 術講座57.12

三輪 英夫(第 二研 究室)

② 洋風画法に よる花鳥 画 一秋 田蘭画を中心に一

「花鳥画 の世界8・ 幕末の百花譜」学習研究社57.7

② 国沢新九郎の画歴と作品

② 日本風景図から風俗図へ

③ 小田野直武筆鷹図ほか25点

③

③

③

作家略歴 ・青木繁ほか30名

岩橋教章筆鴨図

久米桂一郎年譜

美 術研 究32157.9

「肉筆浮世絵10」集英社58.2

「花鳥画 の世界8・ 幕末の百花譜」学習研究社

「日本水彩画名作全集6」 第一法規

美術研究321

「久米美術館」久米美術館

一48一

57.7

57.8

57.9

57.10



③ 久米桂一郎と久米美術館

③ 久米美術館の開館とその意義

③ 作家略歴・三宅克己ほか18名

③ 作家略歴・石井鶴三ほか31名

③ 司馬江漢筆七里ケ浜図ほか10点

④ 国沢新九郎と岩橋教章

⑥ 久米美術館

佐藤 道信(第二研究室)

主要研究業績

「久米美術館」久米美術館57.10

絵22457.10

「日本水彩画名作全集7」 第一法規57.10

「日本水彩画名作全集8」 第一法規57.11

「肉筆浮世絵10」集英社58.2

美 術部 ・情報資料部研究会57.7

NHK・Tvr日 曜美 術館」58,2

③ 河鍋暁斎筆花鳥図,松 林桂 月筆春宵花影図ほか26点

「花鳥画の世界9・ 伝統 と近代 装飾 」学習研究 社57.5

芸 能 部

三 隅 治雄(芸 能部長)

① 九州 ・沖縄(日 本の祭 り8)〈編著〉 講談社57.9

② 芸 能一韓国 と日本一〈草野妙子 との討論〉(日本とアジア ・生活 と造形第4巻)

学生社57.6

② 行動伝承 と しての民俗芸能(ま つ りと芸能 の研究II)

まつ り同好会20周 年記念 刊行会58.

②

③

③

③

③

③

③

③

③

④

④

劇的形象の形成と日本人の宗教意識

伊那谷の祭りと生活

地域文化の在り方

沖縄芸能の歴史と現状

沖縄芸能総論(沖縄のこころとかたち)

農村歌舞伎と大鹿歌舞伎(大鹿歌舞伎)

まれびとを迎える宴

房総のまつり(房総のまつり)

房総の民俗芸能(房総の文化財)

日本の民俗芸能

芸能研究の現状と課題

日本風俗史学会誌「風俗」74

「信濃路」38

「新潟県教育月報」33の5

「文化財月報」168

文化庁芸術祭執行委員会

銀河書房

「季刊is」19

千葉県教育委員会

学研

東京国立文化財研究所総合研究会

一芸能技法 の問題一

一49一
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58.3

57.5

57.8

57.9

57.10

57.10

57.12

58.3

58.3

57.9



⑤

⑤

⑤

⑥

⑤

⑤

⑥

⑥

⑥

調査 研 究

法政大学第7回 国際シンポジウム「沖縄文化の古層を考える」

日本の民俗芸能

紀伊の民俗芸能

祭りの伝承と現代

伊那谷の芸能

八重 山の来 訪神 まゆんが な し

祭 りと芸能 のは じま り

関東 ブ ロック民俗芸能大会の指導 ・解 説

近畿 ・東海 ・北陸 ブロック民 俗芸 能大会 の指導 ・解説

上越教育大学 ・上越市

御坊市文化財研究会 ・和歌山県教育委員会

東京都職員研修所

説話 ・伝承学会

NHK放 送博物館

品川区教育委員会

水戸市

福井県芦原町

和歌山県民俗芸能大会の指導・解説 和歌山県中辺路町

0

0

② 寺事の種類と形式

② 二月堂〔悔過作法〕の変容

② 法会 ・法要に使われる音楽

④ 小観音のまつり

⑤ 伝統芸能の源流

松本 雍(演劇研究室)

③ 音楽と舞踊

③ 勧進能

⑥2月 の舞台批評

⑥7月 の舞台批評

蒲生 郷昭(音楽舞踊研究室長)

中村 茂子(主任研究官)

② 村や町の念仏芸能

② 古い唄の生命

③ 足立区の民謡を尋ねて

③ 大鹿歌舞伎見聞記

佐藤 道子(演劇研究室長)

東大寺修二会の構成と所作 別

仏教行凄の特殊な仏具

「日本古典音楽大系」第一一巻 講談社

「みん よう文化」No.53

「みん よう春秋 」No.25

「農村歌舞 伎」

「芸能の科学」13平 凡社

「仏具大事典」 鎌倉新書

「日本古典音楽大系」第一巻 講談社

「芸能の科学」13平 凡社

「宗教と現代」 鎌倉新書

二月堂研究会

青山グリーンアカデミー

「日本古典音楽大系」第二巻 講談社

「国史大辞典」第三巻 吉川弘文館

能楽タイムズ

能楽タイムズ
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57.10

s7.11

57.5

57.10

s7.ii

57.9

s7.10

s7.ii

58.3

57.11

58.3

s7.1i

57.12

57.4

57.9



主要研究業績

② 長唄正本研究①～⑦(共 同研究)「 邦楽 と舞踊」57.9^58.3

② 「道成寺」芸能の構成m音 楽 「道 成寺」 小学館57.11

② 日本音楽 の間 「間 の研究 日本人の美的表現」 講談社58.1

③ 日本音楽関係項 目 「音楽大事典」 第三巻,第 四巻 平凡 社57.4,57.11

③ 邦楽用語辞典 理論用語編(2)～(5》 「季刊邦楽」31号^-34号57.6-x58.3

③ 黎明 ・雨 の四季,連 獅子 ・梅の栄 クラウン レコー ド57.6,58.2

③ 雅楽 ・声 明 ・琵 琶楽の邦楽 におけ る位置 と特色,鑑 賞 の手引 き体系的な鑑賞法,

曲 目解説(落花の暫 形見の桜,城 山,川 中島,石 童丸,敦 盛,菅 公,扇 の的),声 明の

旋律型 「日本 古典音楽大系」第一巻 講談祉57.io

③ 娘七種 ・白妙 ・虚 無僧 第4回 千寿 の会 プログラム57.10

③ 能班女 ・独吟鞍馬天狗 ・能羽衣の音楽構 造

「日本 古典 音楽大系」第二巻 講談社 肌11

③ 汐汲 ・吾妻八景 ・外 記節猿 ・三 曲糸の調 ・正札付根元草摺

国立劇 場邦 楽鑑賞会 プログラム58.1

③ 邦楽重要図書解題 俗楽旋律考 ・近世邦 楽年 表 「季 刊邦楽」34号58.3

④ 三味線 と三味線音楽 芸 能部連続研究発表会57.7

⑤ 能の難子 の特色 朝 日芸能文化サ ロン57.6

⑥ 舞楽の音楽 その技法(加納 と共 同)芸 能部公 開学術講座57.12

⑥ 東洋音楽研究 第47号 町田仕声先生迫i・li号(遺稿 共同校 訂等 と編集)57.8

⑥ 日本古典音楽大系 第二巻(共 同編集)講 談社57.11

⑥ 続 田辺 尚雄 自叙伝(共 同編 集)邦 楽社57.12

横道萬里雄(音 楽舞踊研究室)

② 雅楽と寺事の打楽器

⑤ 能と狂言

⑤ 世阿弥の能楽論

⑤ 演能の流れ ・新たな出発

⑥ 野上豊一郎の能三部作

⑥ 日本古典音楽大系 第一巻(編集)

⑥ 能 ・雲林院(復活上演協力)

「日本古典音楽 大系」第一巻 講談社57.10

NHK文 化 セ ンター57.4～6

NHK文 化 センター57.9^-12

能楽鑑賞 の会57.12

「図書」岩波書店57.9

講談社57.10

法政 大学記 念能57.10
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調 査 研 究

加納 マ り(音楽 舞踊 研究室)

⑤ 舞 楽の音楽 その技 法(蒲 生 と共 同)芸 能部 公開学術講座57.12

羽田 胆(民 俗 芸能 研究室 長)

② 「道 成寺」芸能の構成Iv型 と演出能 ・民俗芸能 「道成寺」 小学館57,11

③ 狂言関係項 目 「音楽大事典」 第三巻,第 四巻57.4,57.11

③ 能の種類 と形式,鑑 賞 の手引,曲 目解 説(呼声 ・兎 ・細布 ・柳の下 ・三段ノ舞)

「日本古典音楽大系」第二巻 平凡社

③ 能楽関係項目

⑤ 演劇としての能

⑤ 大蔵流と和泉流のちがい

⑥ 日本古典音楽大系 第二巻(共同編集)

仲井幸二郎(民俗芸能研究室)

② 越中民謡とその背景

③ 口訳民謡集

57.11

「灘 螺 穿鰐 百科」平凡社5&2

石川 県立 能楽文化会館57.11

宝生能楽堂57,12

講 談社57,11

「文 学 ・語 学」97号5&3

「み ん よ う文 化 」57.4～58.3

相川音頭 ・よさこい節 ・黒田節 ・本荘追分 ・謙 良節 ・相馬土揚唄 ・宮城長

持唄 ・秋 田おぼ こ ・ソーラソ節 ・こき りこ節 ・高山音頭 ・真室 川音頭

③ 民謡口訳をはばむもの

③ 「平家旅行」の話

③ 民謡口訳と地域方言

③ 竜唄とお正月

③ 民謡口訳と背景の生活

⑤ 民謡 ・二つの変容相

⑤ 恋の民謡

⑤ 酒と民謡

⑤ 年齢階級と民謡

⑤ 喉 し詞と民謡

⑤ 津軽の唄 ・津軽の踊

⑤ 民謡のこころ

⑤ 越中民謡とその背景

「魚津国文」2号

「魚津短大古代文化研究会誌」

「魚津国文」4号

「日本民謡協会報」205号

「魚津国文」5号

全国民謡民舞講習会(旭川)

日本民謡協会講習会

日本民謡協会講習会

日本民謡協会講習会

日本民謡協会講習会

全国民謡民舞講習会(水戸)

川口市音楽教育研究会

全国大学国語国文学会秋季大会
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「
⑤ 北に咲く「海の民謡」

⑤ 民謡の歴史的推移

⑤ 「海の唄」の末流

⑤ 民謡の歌詞について

⑥ 民謡讃歌・東京の民謡

⑥ 日本民晒の知識皿(カセット)

⑥ 夢の北前船

⑥ 北陸・魚津と池田さん

主要研究業績

全国民謡民舞講習会(京 都)57.11

文京区成人学校58.2

全国民謡民舞講習会(鹿 児島)58.3

文京区成人学校58.3

日本民謡協会民謡民舞春季大会57.5

日本民謡協会57,9

「魚津国文」3号 肌9

「源流」第3号57.10

保 存 科学 部

江本 義 理(保存科学部 長)

① 彩壁画片の顔科分析 と保存(分担 共著)

マルカ タ南 〔1〕 魚 の丘 考古編 早大 出版部5&2

② 填輪の青灰彩色の科学分析結果 山田 ・宝馬古墳群57.12

② 史跡虎塚古墳彩色壁画保存に関す る調査研 究(受託研究報 告 ・第51号 門 倉 ・見

城 ・新井 と共著)保 存科学第22号58.3

② ガラス鰻品の材質について

三 雲遺跡 Ⅳ 福岡県文化財調査報告書第65集58.3

② 応急処理 した彩色遺物の保存に関す る研究

古文化財に関す る保存科学 と人文 ・自然 科学 「特定研究」昭和57年 度年 次報 告

書58・3

② 水中遺物 の保存 に関す る研究

古文 化財 に関す る保存科学 と人文 ・自然科学「特定研究」昭和57年 度年次報

告書58・3

③110年 目の開陽丸一水中遺物 の保存科学 自然37-1057.10

③ 古文化財の分析化 学(山 崎 と共著)ぶ んせ き 通巻9582-1157,11

③ 大気 と緑青(保 存科学 と銅1)銅No.3757.12

③ 土中で できる銅 さび(保 存科学 と銅n)銅No.3858.3

-53一



調 査 研 究

④ 応急処理 した彩色壁画片の保存 特定研究「古文 化財」研 究会58.3

⑤ 保存科学概論 指定文化財展示 取扱講 習会57.7

⑥ 文化財の材質 と劣化 第4回 文化財虫 徽害保存研修会57.9

⑤ 傑存科学概論 昭和年度 埋蔵 文化財発堀技 術者 専門研修 会57.10

門倉 武夫(主 任研 究官)

② 緑青成分分析に よる大気 汚染解析(加藤 ・秋山 と共著)

古文化財 の科学27号57.12

② 史跡虎塚古墳彩色壁画保存 のための調査 研究(江 本 ・見城 ・新 井と共著)

保存科学22号58.3

④ 嫡画古墳石室の公開時におけ る環境保全(見 城 ・新井 ・江 本 と共同)

第4回 古文化財講演大会 肌5

石川 陸郎(主 任研究官)

② 石造文化財の凍 結 ・融解に よる破壊 に対す る覆 屋の効果 一大谷磨崖仏におけ

る測定例一 古文化財 の科学27号57.12

② 古楽器への光学的手法に よる調査例 雅楽界第57号57.12

②X線 解析写真測量の文化財へ の応 用につい て 一地獄門への応用一

保存科学第22号58.3

④ 浄土 芋阿弥陀三尊 の視覚的環境 一 自然照 明に よる堂内光景の変化につ いて一一

第4回 古文化財講演会大 会57.5

④X線 解析写真測量の古彫刻へ の応用 日本写 真測量学 会57.5

⑥ 文化財の保存 環境 一温湿度 調整,照 度調整一

第4回 指定文化財展示取扱講習会(東 日本 ブロック)文化庁57.7

⑤ 博物 館建設 のための保存科学か らみた概 念

文化財保存管理講習 会(岩手県)58.1

馬渕 久夫(化 学研究室長)

② 鉛 同位体比か らみた銅鐸の原料(平 尾 と共著)考 古学雑誌第68巻 第1号57.6

② 古代東 アジア銅貨の鉛同位 体比(平 尾 らと共著)考 古学 と自然科学第15号58.1

② 鉛同位体比法に よる漢式鏡 の研 究(二)一 西 日本 出土 の鏡を中心 として一

(平尾 と共著)MUSEUM382号58.1
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主要研究業績

② 青銅製遺物 の材質 と技 法の研究(樋 口らと共著)

文 部省科学 研究 費 特定研究「古文化財」昭和57年 度年次報告書5&3

③ 時代 を測 る 一元 素合 成か ら人 類史 まで一 化学教育Vo1.30,No.657.12

③ 銅鐸 の鉛 銅No.385&3

⑤ 時代を測 る 一元 素合成か ら人類史 まで一 化学教育講習会5&3

見城 敏子(物 理研究室長)

① 縄文文化の研究 第7巻(鈴 木 らと共著)雄 山閣58.3

② 文化財 の長期保存 に関す る研究(第2報)出 土遺物等の保存へ のBO-PVAフ

ィル ムの応 用 保存科 学22号58.3

② 史跡虎塚古墳彩色壁画保存に関す る調査研究(受 託研究報告第51号)(江 本 らと

共同)保 存科 学22号5&3

⑤ 環境の文化財に及ぼす影響 文化財虫菌害保存対策 研修 会57.9

⑥ 文化財の保存環境 千葉 県博物 館職 員研修 会57.9

三浦 定俊(物 理研究室)

② 石造遺跡の凍結 ・融解 による破壊 と樹脂に よる 防止 効果の 実験(福 田 ・西浦 と

共著)雪 氷第44巻2号57.6

② 石造文化財の凍結 ・融解に よる破壊に対す る覆屋 の効果一 大谷磨崖仏 におけ

る測定例(富 沢 ・石川 と共著)古 文化財 の科 学27号57.is

② 石造遺跡 の凍結破壊 と樹脂に よるその防止効果の実験(福 田・西浦・松 岡 と共著)

保存科学22号58,3

② シン グアラウソ ド式音速測定法に よる岩石凍結 ・融解破壊 の判定(福 田・西浦 と

共著)保 存科学22号5&3

②X線 解析写真測量の文化財への応 用について(呉 屋 ・金子 ・石 川 と共著)

保存科学22号58.3

② 科学的調査法に よる日本古代 中世絵画の実証的研究(柳 沢 らと共著)

特定 研究「古文化財」昭和57年 度年次報告 書58.3

② 紙の劣化機構 の解析 と復元化に関す る研究(門 屋 ・臼田 らと共著)

特 定研究「古文化財」昭和57年 度年 次報告書58.3

② 神 々の遺跡を守 る化学者たち 化学 と工業第36巻3号58,3
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調 査 研 究

④ 古代 ガラス玉の屈折率の非破壊測 定法 第4回 古文化財講 演会 大会57.5

④ 古代 ガ ラス玉 の屈折率の非破壊測定法 第21回SICE学 含購 演会57.7

⑤ 博物館 内環境につい て 第4回 指定文化財展示取扱講 習会57.10

新井 英 夫(生 物研究室長)

① 微生物 の滅菌 ・殺菌 ・防徽技術(共 著)衛 生技 術会57.7

② 文 化財の長 期保存 に関す る研究(第2報)出 土遺物等の保存へのBO-PVAフ ィ

ルムの応 用(見城 ・森 と共同)保 存科学22号583

② 厳 島神社大 鳥居 におけ る海虫対策(森 と共 同)保 存科学22号58.3

② 史跡虎塚古 墳彩 色壁画保存 に関す る調査研究(受 託研究報告第51号)(江 本 ・門

倉 ・見城 と共 同)保 存科学22号58.3

③ わが国におけ る文化財の生物 劣化 に関 する研究史(1)(森 と共同)

文化財 の虫菌害4号57,6

③ 文化財保存 科学におけ る生物学 韓 国文化財管理局文化財研究所57.7

●MicrobialDamageofJapanesePaintingsandltsControl

TextinNewYorkUniversity57.9

③ 紙 の褐色斑病究 明への細管式等速電気泳動法の試み

島津 科学 器械 ニュース24巻2号5&3

④ 紙 の褐 色斑病 につ いて 第12回 文化財保存修 復研究協議会58.3

⑤ 建物 の くん蒸 と防 カ ビ対策 建 物等 の防徽対策講 習会57.4

⑤ 木彫仏像 な ど文化財の爆蒸時間短縮法について(森 と共同)

古文化財 科学研 究会講演会 大会57,5

⑤ 北里研究所 本館 で採集 した変形菌 古文化財科学研 究会講演会大会57.5

⑤ 書籍 ・古文書等 の微生物被害 とそ の対策(第4回 書籍 ・古文書等のむ し・かび害

保存対策研修会)

⑤ 文化財の生物被害と防除対策

⑤ 文化財保存科学における生物学の役割

⑤ 文化財の生物劣化

⑤ 文化財の生物劣化と防除対策

⑤ 博物館資料の保存処理と虫菌類対策

(財)文 化財虫害研究所57,6

群 馬県立歴史博物館57.6

韓国文化財管理 局文化財研究所57.7

指定文化財 展示取扱講 習会57.7

東京芸術大学美術学部57.9

第1回 千葉県博物 館職 員研修会57.9
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D

主要研究業績

⑥ 文化財の微生物被害とその対策(第4回 文化財虫徽害保存研修会)

(財)文化財虫害研究所57.9

⑤ 燥蒸処理標準仕様と危害防止措置および畑蒸効果の判定について(文化財虫菌

害防除研究会,森 と共同)

(財)文化財虫害研究所 ・同志社大学文学部博物館学研究室共催57.11

⑥ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講習会

(財)文 化財虫害研究所58.2

森 八郎(生物研究室)

① 木材工学辞典(シロアリに関するすべての用語)工 業出版57.5

② 絵画の虫害とその防除措置 文化財の虫菌害4号5乳11

② 文化財の長期保存に関する研究(第2報)出 土遺物等の保存へのBO-PVAフ ィ

ルムの応用(新井 ・見城と共同)保 存科学22号58.3

② 厳島神社大鳥居における海虫対策(新井と共同)保 存科学22号58.3

③ わが国における建材から発生する害虫の実態と問題点

生活と環境27巻5号57.5

③ わが国における文化財の生物劣化に関する研究史(1)(新 井と共同)

文化財の虫菌害4号57.6

③

③

③

③

③

③

⑥

化学防虫剤の効用

文化財に影響の少ない煽蒸剤

家屋害虫の知識

文化財と昆虫〈1>

文化財と昆虫〈2>

家屋の虫害調査法

神奈川県立 博物館 だ よ り15巻3号57.9

文化財 の虫菌害5号57.11

家屋害 虫13・14号57,11

環境衛 生29巻10号57.12

環境衛生30巻1号58.1

家屋害 虫15・16号58.3

木彫仏像な ど文化財 の燃 蒸時 間の短縮 法(新井 と共 同)

古文化財科学研究会講演会大会57.5

⑥ シロア リ「お早 よう広場」NHK(TV)57.6

⑤ 書籍 ・古文書等を加害す る昆 虫 とその被害対策(第4回 書籍 ・古文書等 のむ し・

かび害保存対 策研 修会)(財)文 化財虫害研究所 肌6

⑤ 文化財 の害虫爆蒸 群馬県立歴史博物 館 肌6
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1

調査 研 究

⑤ 文化財の虫害と防除(第4回 文化財虫徽害保存研修会)

(財)文化財虫害研究所57.9

⑥ 文化財害虫とその防除 第1回 千葉県博物館職員研修会57.9

⑥ 熔蒸処理標準仕様と危害防止措置および爆蒸効果の判定について(文化財虫菌

害防除研究会,新 井と共同)

(財)文化財虫害研究所 ・同志社大学文学部博物館学研究室共催57.11

⑥ 文化財虫菌害防除作業主任者の研修と能力認定の講習会

(財)文化財虫害研究所5&2

⑥ 家屋害虫の化学的防除 日本家屋害虫学会58.2

⑥ シロアリの生態 日本しろあり対策協会関東支部5&2

⑤ 家屋内一般害虫とその防除(第18回ねずみ衛生害虫駆除技術研修会)

(財)日本環境衛生センター58.3

○

修復技術部

鈴木 友也(修復技術部長)

② 西欧人の日本甲胃観

② ふるさとの文化財(工芸品)

③ 解説版新指定重要文化財6

⑤ 古文化財における鍍金の話

⑤ 指定文化財展示取扱講習会

工芸品皿

一文化財 の修 理一

刀剣春秋第242号57.8

神奈川県教委58.3

毎 日新聞社58.3

古文化科学研究会57.11

伝統技法 と保存科学の適用57,7

中里 寿 克(第 一修 復技 術研究室長)

② 平安時 代漆芸 技法資料XI保 存科学22号57.3

② 奈 良時 代の漆芸 一 漆皮箱の技 法一 漆文化No.3558.2

⑥ 法隆寺物 館の漆芸 品 東博月例講 演会58.9

西浦 忠 輝(第一修 復技 術研究室)

② 石造遺跡 の凍結一融解 による破壊 と樹脂に よる防止効果の実験(福 田 ・三 浦 と共

同)日 本雪氷学 会誌44巻2号57.6

② ぬ き接 合部 の強度 とそ の改 良(第1報);く さびの材質 と強 度 との関係

一58一
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主要研 究業績

保 存科 学22号5&3

② 石造遺跡 の凍結破壊 と樹脂 によるそ の防止効果の実験一石造文化財の凍結一融

解に よる劣化 とその防止法に関す る研究〔1〕(福田 ・三浦 ・松 岡 と共 同)

保存科学22号58,3

② シングアラウン ド式 音速測定法 に よる岩石 の凍結一融解破壊 の判定一 石 造 文 化

財の凍結一融解 に よる劣化 とその防止法 に関す る研 究 〔皿〕(三浦 ・福 田 と共

同)保 存科学22号58.3

② 文 化財建造物 の構造 力学的研究;ぬ き接合部 の強度 とその改良に関す る実験的

研究

古文化財に関す る保存 科学 と人文 ・自然科学 昭和57年 度年次報 告書58.3

④ 木造民家建築におけ る水平力抵抗要素(杉 山 ・安藤 ・伊藤 と共同)

第32回 日本木材学会大会57.4

⑥ 重文 ・幸橋古石材含 浸強 化処置 に関する実験及び考察

文化庁提出,所 内報告57.6

⑥ 重文 ・旧 日本郵船小樽支店修理 に関 わる調査報告書

文化庁提 出,所 内報告57,12

⑥ 重文 ・園比屋武御嶽石門修復に関す る調査指導報告書(II・ 皿)

文化庁提 出,所 内報告57.4,58.1

鶴 田 武良(第 二修 復技術研 究室長)

② 近代中国画人伝1張 大4・ 張 善符 「水墨画」2057.4

② 近 代中国画人伝2瀞 心會一最 後の文人画家 「水墨画」2157.7

② 近 代中国画人伝3黄 賓虹一 山水画か ら風景画へ 「水墨画」2257.10

② 近 代中国画人伝4任 伯年一文人画か ら近代絵画へ 「水墨画」235&1

③ 米国現在 中国画学書解題MUSEUMNo.37957.10

⑥ 揚州八怪 か ら任伯年へ 昭和57年 度東京国立博物館夏期講座

東京 国立 博物 館57.7

⑤ 上海 の画家 太 田記念 美術 館57.10

⑥ 中 国現代水墨画について(翻 訳)「 水墨画」2057.4

⑥ 明清時代の防雍紙の研究について(翻 訳)「 文化財 の虫菌害」457 .6
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調査研究

⑥ 表具の仕方1(翻 訳)

⑥ 表具の仕方2(翻 訳)

⑥ 表具の仕方3(翻 訳)

⑥ 出土書画の修復について(翻訳)

⑥ 中国水墨画の描法(翻訳)

樋ロ 清治(第三修復技術研究室長)

② 木造文化財建造物の修復(堀岡と共著)

②

②

「水 墨画」21

「水 墨画」22

「水墨画」23

「保存科学」22

日貿出版社

57.7

57.10

58.1

58.3

57.11

木 材 工 業Vo1.37,No.42g57.11

石 塔 の保 存,修 理 に か か わ る合 成 樹 脂 加 工 と補 強,復 原

RepairingofWoodenConstructedCulturalPropertywithPolyurethane

Re8inAdhesive(共 同)

InternationalSymposiumontheConservationofWoodenCultural

Property

③ 桂離宮の修復と合成樹脂

⑤ 木,金 風 石等の劣化と防止策

⑤ 合成樹脂による文化財の保存と修復

伝徳一廟保存修理工事報告書

化学と工業第36巻3号

指定文化財展示取扱講習会

文化財虫害研究所 文化財虫害対策研修会

⑤ 文化財保存修復技術の現状 文化財行政基礎講座

⑤ 木,金 属,石 等の劣化と防止策② 指定文化財展示取扱講習会

青木 繁夫(第三修復技術研究室)

② 青銅製品の保存修復MUSEUMNo.381

② 遺構断面層序の剥ぎ取 り保存および貝層断面の保存法

特定研究「古文化財」57年度年次報告

情報資料部

宮 次男(情報資料部長)

② 祖師像と祖師伝絵巻

② 妙心寺の肖像と頂相

② 日本の変相画

r日本古寺美術全集』21集 英社

r日本古寺美術全集』24〃

国文学解釈 と鑑賞609

.1

57.11

58.3

58.3

5?'?

57.9

57.11

57.11

57.12

58.3

57.5

57.9

57.10

一

」



の

主要 研 究 業 績

② 中 世 人 生 絵 巻 芸 術新 潮33-1157.11

② 絵 巻 の 世 紀rア ー トジ ャパ ネ ス ク』7講 談社57.12

② 白 描 西 行物 語 絵 巻 美術 研 究32257.12

QLotusSutraFrontispiecelllustrationsintheFarEast‐Focusingon

WoodblockEditionsoftheSungPeriod

ProceedingsoftheFifthInternationalSymposium57.20

② 神 社 縁 起絵 巻 悠 久125&1

④ シ ンポ ジ ウ ム「絵 解 き」 東 洋 大 学57.6

⑥ 平 安 ・鎌 倉 時代 の仏 教絵 画 朝 日カ ル チ ャー セ ン タ ー57.9

⑥ お伽 草 子 の 世 界 日本 女 子 会 館58.1

江 上 緩(主 任研 究 官)

② 芦 手 朗 詠集 の下 絵 に つ い て 美 術 研 究32057.6

② 春 日御 験 記 台 美 術 研 究32057.6

QTheImpactofSungArtSeenintheNishi-HonganjiManuscriptof

AnthologyofThirty-SixPoets.

ProceedingsoftheFifthInternationalSymposium57.10

④ 荘 厳 経 二 例 美 術 部 ・情 報 資 料 部 研 究 会57.6

④DevelopmentofSutraIllustrationブ リテ ィ ッシs・ コ ロン ビア大 学57.9

●ManuscriptOrnamentationofEarlyMediaevalJapan

ブ リテ ィ ッシs・ コ ロン ビア大 学57.9

上 野 ア キ(文 献 資料 研 究 室 長)

QSpreadofPaintedFemaleFiguresaroundtheSeventhandEighth

CenturiesProceedingsoftheFifthInternationalSymposium57.10

④ 中央 ア ジ ア に おけ る花 鳥 表 現 国 際 交 流 美 術 史 研 究 会57.io

⑥ 西 域 美 術 一 大 英 博 物 館 の ス タ イ ン ・コ レク シ ョン 第2巻 翻 訳 講 談 社57.9

関 口 正 之(写 真 資 料 研 究 室 長)

② 尾 道 市 持 光 寺 所 蔵 釈 迦 八 相 図 に つ い て(3)美 術 研 究32157.9

④ 愛 染 明王 画 像 につ い て 金 沢 文 庫 研 究 会58.3

米 倉 迫 夫
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一
調査研究

③ 善信上人絵 慕帰絵 親鶯聖人像 本願寺聖人伝絵 本願寺聖人親鶯伝絵 十

界図 融通念仏縁起 善導大師像 法然上人像 遊行上人絵巻 一遍聖絵

r日本古寺美術全集』21集 英社57.5

④ 為恭と金刀比羅宮蔵為恭旧蔵模本

美術部 ・情報資料部研究会57.10

⑥ 大和絵模本の研究

昭和56・57年度科学研究費補助金研究成果報告書58.3

鈴木 廣之(写真資料研究室)

③ 長恨歌図屏風 国華105257.6

⑥ 屏風絵のながれ 熊谷市立総合図書館主催「屏風絵展」講演57.11

⑥ 宗達と又兵衛 一寛永期の絵画一

第16回美術部 ・情報資料部公開学術講座57.12

③ 室町 ・近世絵画解説「日本史写真集」 山川出版58.3

8そ の他 の研 究活 動

ほかの機関における講義など

男

孝

子

子

子

　名

延

悦

和

栄

氏

藤

沢

村

川

実

v

伊

柳

田

猪

田

夫

昭

艇

理

英

郷

義

輪

生

田

本

三

蒲

羽

江

(機 関 名)

東京工業大学工学部非常勤講師

慶応義塾大学文学部非常勤講師

腎山学院大学非常勤講師

帝京大学非常勤講師

お茶の水女子大学大学院非常勤講師

日本女子大学非常勤講師

成城大学非常勤講師

東京芸術大学音楽学部非常勤講師

武蔵野女子大学非常勤講師

東京工業大学工学部非常勤講師

東京芸術大学美術学部非常勤講師
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(担当科目)

古文化財考古科学第一

美術史特殊

美術

日本美術史

服飾史特論皿

服装文化史特論

日本近代美術史 ・
日本近代美術史演習

音楽学

中世文学演習

古文化財考古科学第一

保存科学特講

●



夫

夫

也

治

克

男

キ

之

綬

之

久

英

友

清

寿

次

ア

正

廣

渕

井

木

口

里

野

ロ

上

木

馬

新

鈴

樋

中

宮

上

関

江

鈴

東京大学工学部非常勤講師

東京芸術大学美術学部非常勤講師

東京学芸大学美術学部非常勤講師

東京芸術大学美術学部非常勤講師

武蔵野美術短期大学非常勤講師

京都大学文学部非常勤講師

東京大学文学部非常勤講師

学習院大学非常勤講師

埼玉大学教養学部非常勤講師

跡見学園女子大学非常勤講師

主要研究業績

放射化学

保存科学特殊研究

工芸理論

造形材料としてのプ
ラスチックス

日本工芸史

美学・美術史学

文化交流特殊講義

日本美術史

日本の芸術

日本中近世絵画史演習
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Ⅳ 事 業

1出 版

(1)美 術 研 究

美術部 ・情報資料部所 属の研究員に よる美術に関す る調査研究 の成果を 公表す るた

めの機関誌で,論 文 ・研究資料 ・図版 解説 ・美術関係文献 の校刊 を掲載 し,な お所外

研究者の寄稿を受け ることもあ る。本誌は美 術部 の前身であ る美術研究所開設 した間

もない昭和7年1月 に創刊 され,爾 来56年 度末 までに319号 が出版 された。57年 度 か

ら季刊発行 と し,320号 か ら323号 までが下記の内容で刊行 された。A4版,各 号本文

40頁(欧 文抄録2頁 を含む),原 色図版1,単 色図版8。

美術研究320号(昭 和57年6月 発行)

芦手朗詠集の下絵について

親鶯の,特 に坂東本『教行信讃』の筆蹟について 下

春日御験記台(図 版解説)

美術研究321号(昭 和57年9月 発行)

蘭書rコンストカピネット』と白雲の「和蘭陀銅板絵法」

尾道市持光寺所蔵釈迦八相図について(三)

国沢新九郎の画歴と作品

武蔵国分寺跡附近出土の観音菩薩立像

岩橋教章筆鴨図(図 版解説)

美術研究322号(昭 和57年12月発行)

異色ある孔雀明王画像

白描西行物語絵巻

美術研究323号(昭 和58年3月)

法華堂根本曼陀羅の構成と表現

三十六歌仙絵(書伝為相筆)

.一

江上 綬……1

田村 悦 子……12

江上 緩……36

菅野 陽……1

関 口 正 之……15

三輪 英 夫……25

久野 健……33

三輪 英 夫……34

柳澤 孝……1

宮 次男……16

秋山 光和……1

真保 亨……26



[
出 版

爾 (2)日 本美術年鑑

毎年1月 か ら12月 までの美術界の活動状況を記録す る もので,美 術界年史,展 覧会

記録,文 献 目録,物 故者略歴等を収録す る。美術部,情 報 資料部研究員が 調査執筆を

行い,美 術部第二研究室が編集 してい る。B5版,約300頁 。 本年度は昭和55年 の内

容を もった昭和56年 版(288頁)を 刊行 した。

日本美術年鑑 ・昭和56年 版(昭 和58年3月 発行)

昭和55年 美術界年史1

美術展覧会(現代美術 ・西洋美術)

美術展覧会(東洋古美術)

5

美術文献目録(定期刊行物所載)(現代美術 ・西洋美術)

美術文献目録(定期刊行物所載)(東洋古美術)

物故者

108

116

205

235

(3)芸 能の科学

芸 能の科学14(芸 能調査録Ⅳ)

過 去約20年 にわた って,芸 能部が継続的に行 った"東 大寺修二会"に 関 す る研究調

査の成果の一 部を「東大寺修二会 の構成 と所作」(別巻)と 題 して,昭 和57年11月 に刊行

した。以上 を以て東大寺修二会 の研究調査録全四巻の刊行を完 了 した。
に しちにち

別巻には,二 七 日にわたる行法中,特 定の 日にのみ勤修 され る授戒 ・一 徳火 ・実忠

忌 ・小観音 ・水 取 り ・内陣浬繋講 ・溝頂 護摩 その他の諸作法を収め,460コ マの 写真

と110余 の図を も用いて行 事の内容 を詳述 した。 なお巻末に全四巻 の索引 と,東 大寺

修二会の中軸 とな る〔悔過 作法 〕の変遷に 関す る考察を付 した。

(4)保 存 科 学

所属研究員による文化財の保存と修復に関する科学的調査,研 究,受 託研究報告等

の論文,報 告および修復処置概報等を掲載している。本年度は第22号を発行した。

保存科学 第22号(昭 和58年3月 発行)
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事 業

石造遺跡 の凍結破壊 と樹 脂に よるその防 止効果 の実 験

一 石造文化財の凍 結一融解 による劣化 とその防止法 に関す る研究(1)

福 田正己 ・三浦定俊 ・西浦忠輝 ・松岡憲知……1

岩石 内の水の凍結点降下 と弾 性波速度変 化につ いて

一 石造文化財 の凍 結一融解 による劣化 とそ の防止法に関す る研究(皿)

福 田正己 ・松岡憲知……15

シ ングアラウン ド式音速 測定法 に よる岩石 の凍結一融解破壊の判定

一 石造 文化財 の凍結一融解 による劣化 とその防止法に関す る研究(皿)

三浦定俊 ・福田正己 ・西浦忠輝 ……21

X線 解析写真 測量の文化財へ の応 用につ いて一 地獄門へ の応用一

呉屋充庸 ・三浦定俊 ・金子忠夫 ・石川陸郎……29

文化財の長期保存 に関す る研究(第2報)

出土遺物 等の保存へ のBO-PVAフ ィル ムの応用

新井英夫 ・見城敏子 ・森 八郎……39

厳 島神社大鳥居における海中対策 新井英夫 ・森 八郎……47

平安時 代漆芸技法資料m中 尊寺it%r:11191/沃懸地堂内具……中 里 寿 克 ……59

ぬき接 合部 の強度 とその改良(第1報)く さびの材質 と強度 との関 係

〔文化財保存を 目的 と した木造 建築物の構造 力学的 研究;そ の1〕

西 浦 忠 輝 ……89

製紙に関する古代技術の研究(II)一 打紙に関する研究一

増田勝彦・大川昭典……99

史跡虎塚古墳彩色壁画保存に関する調査研究(受託研究報告 第51号)

江本義理 ・門倉武夫 ・見城敏子 ・新井英失…121

出土書画の修復について 故宮博物院修復廠接画組…147

昭和57年度修復処置概報 修 復 技 術 部…153

(5)国 際 研究 集会 プ ロシ ーデ ィングス

The5thInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty‐lnterregionalInfluencesinEastAsianArtHistory‐

..
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Clssa)

「東 ア ジ ア に お け る 美 術 交 流 」を 主 題 と し,美 術 部 ・情 報 資 料 部 担 当 の も と に 開 催

さ れ た 国 際 研 究 集 会(56.10.6^-10.9)に お け る 発 表 論 文 ・質 疑 応 答 ・総 合 討 議 を 収 め

た プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス(英 文)を 刊 行 した 。 内 容 は 下 記 の 通 りで あ る 。

BERTHIER,Francois:TheMeditativeBodhisattvaImageinChina,Korea

andJapan

KUNG,Takeshi:EastAsianBuddhistSculptureandtheHenxan

MATSUBARA,Saburo:TheDevelopmentandEastwardDiffusionofthe

SuiStyleofBuddhistSculpture

Risoun,Krishna:ASurveyofVotiveandRitualTextilesfromtheHan

toTangDynasty

UYENO,Aki:SpreadofPaintedFemaleFiguresaroundtheSeventh

andEighthCenturies

CHIN,Hong-sup:TheStoneCaveTemplesinSillaEra

KAWAKAMI,Kei:TheLi-tai-mang-hua-chiandthePaintingsinthe

Shoso-inRepository

AKIYAMA,Terukazu:LandscapeRepresentationsoftheNaraPeriod

andTheirRelationshipwithTangPainting‐WithSpecialAttention

totheHokkedo-kompon-mandara‐

LEDDEROSE,Lothar:P'engLaiandJodo‐SomeParadiseCompoundsiri

ChinaandJapan‐

YANAGISAWA,Taka:AStudyofthePaintingStyleoftheRyokai

MandalaattheSai-in,To-ji‐WithSpecialEmphasisonTheirRela-

tionshiptoLateTangPainting‐

EGAMI,Yasushi:TheImpactofSungArtSeenintheNishi-Honganji

ManuscriptofAnthologyofThirty-SixPoets

ROSENFIELD,John:ShunjoboChogen‐Sino-JapaneseHybridStylesof

Sculpture‐

MIYA,Tsugio:LotusSutraFrontispieceIllustrationsintheFarEast
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‐FocusingonWoodblockEditionsoftheSungPeriod

BRINKER,Helmut:Chinso‐ZenPortraitPaintinginChinaandJapan

EBINE,Toshio:IconographicProblemsontheGroupofFigureCom-

positionsTitledLiiTung-pin

STANLEY-BAKER,P.Richard:NewInitiativesinLate15thCentury

JapaneseInkPainting

AHN,Hwi-loon:ChineseInfluenceonKoreanLandscapePaintingof

theYiDynasty(1392-1910)

KAMIYA,Eiko:ChineseTextilesBroughttoPost-MedievalJapanand

TheirInfluence

KOBAYASHI,Tadashi:APaintingMethodDevisedbyItoJakuchu

CARTEL,James:YosaBusonandChinesePainting

GeneralDiscussions

Plates

2黒 田清輝巡回展

黒田清輝 の遺作の多 くを所蔵 している本研究所は,黒 田清輝の功績 を記 念 し併せ て

地 方文 化の振 興に資す るために,昭 和52年 度か らの事業 として黒田清輝巡 回展を年1

回地方 において開催 して きた。

本年 度は特に地元の要 請に より高松市 ・高知市の2か 所 で開催 した。

1)会 場 香 川県文化会館

会 期 昭 和57年5月1日 ～昭和57年5月16日

主 催 東京国立文化財研究所 ・香川県文化会館 ・香川県教 育委員会

開催 日数16日 間

入場 者数10,225人

陳列点数 油彩 ・パ ステル60点,木 炭 デ ッサ ン50点,写 生帖17点,書 簡3点,

日記5冊,参 考資料若干

図 録A4判 変型112頁,原 色版6頁,単 色版80頁
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学術講座 ・会議

2)会 場 高知県立郷土文化会館

会 期 昭和57年5月22日 ～昭和57年6月6日

主 催 東京国立文化財研究所 ・高知県立郷 土文 化会館

開催 日数16日 間

入場者数8,519人

陳列点数 油彩 ・パステル60点,木 炭 デ ッサ ソ50点,写 生帖17点,書 簡3点,

日記5冊,参 考資料若干

図 録A4判 変型112頁,原 色版6頁,単 色版80頁

3公 開挙術講座

美術部 ・情報資料部(纂16回)

日 時 昭和57年12月4日(土)13:30～16:30

会 場 日本経済新聞社小ホール(9階)

講 演(1)宗 達 と又兵衛 情報資料部写真資料研究室 鈴木 廣之

一寛永期の絵画一

(2)近 代の画巻 美術部第二研究室長 関 千代

■

芸 能 部

日 時 昭和57年12月2日(木)18:00-x20:35

会 場 朝 日ホール

テ ーマ 舞 楽の音楽 そ の技法

講 演(1)舞 楽 の音楽

② 技法 の実際 その一 当曲 ・乱声

(3)技 法の実際 その二 調子

実 演

4会 議

文化財の保存及び修復に関する国際研究集会

一69一

音楽舞踊研究室長 蒲生 郷昭

音楽舞踊研究室 加納 マリ

蒲生 郷昭 ・加納 マリ

宮内庁楽部楽師10名
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昭 和52年 度 よ り国 際 シ ンポ ジ ウム を毎 年 開催 して き たが,昭 和57年 度(第6回)は こ

れ を拡 大 して ユ ネ ス コ との 共 同 事 業 に よ り「木造 文 化財 の保 存 」の テ ー マ で保 存 科 学 ・

修 復技 術両 部 の担 当 で 国 際 シ ンポ ジ ウム を 開催 し,各 国 の専 門 家 が 研 究 成 果 を 発 表

し,肘 議 を行 った 。 そ して 相 互 に 意 見 の 交 換,情 報 の提 供 を行 った 。

講 演 者 は組 織 委 員 会 に よ り選 定 され,海 外18名,国 内7名 で あ った。 講 演 は下 記 の

よ うに6セ ッシ ョ ンに 分 け て 行 わ れ た 。 日程 は 次 の 通 りで あ る。

名 称 木造 文 化財 の保 存 に 関 す る 国際 研 究 集 会

一 第6回 文 化財 の保 存 修 復 に 関 す る国 際 研 究 集 会 一

(lnternationalSymposiumontheConservationofWoodenCultural

Property)

日 時 昭 和57年11月1日(月)～6日(土)

場 所 日本 学 士 院(開 会 式 の み)

国 立婦 人教 育会 館(埼 玉 県 嵐 山町)

(題 名 及 び 発 表 者)

it月2日(火)

第1部 会(特 別 講 演)

1,AspectofJapaneseWoodenBuildings(日 本 に お け る木 造 建 造 物 の様 相)

文 化財 保 護 審議 会 委 員 関 野 克

2.TheConservationofWood(木 の保 存)

前sネ ス コ文 化 遺 産 部 事 業 教 育 課 長 ア メ リカH.ダ イ フ ク

第 ∬部 会

3.TypologyofRuralandDomesticConstructionsinWoodinCentral

EuropeandinSwitzerland(中 央 ヨー ・ ッパ と ス イ スに お け る地 方 木 造 民家 の

類 型 学)イ コモ ス木 材 国 際 委 員 会 スイ スE.マ ル タ ソ

4.AStudyofStructuralStylesofKoreanWoodenConstructionsandTheir

Characteristics(韓 国 に お け る木 造 建 築 の構 造 様 式 とそ の 特 徴)

国 立 文 化 財 研 究所 韓 国 張 慶 浩

5,PrimitiveVernacularBuildingsinAustralia:AReview(オ ー ス トラ リア

固 有 の 原 始 建 築:総 括)建 築 家 オ ー ス トラ リアR.ア ロム
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6・TheStalkSculpturesofMexico(メ キ シ コの ス トー ク像 に つ い て)

国立 歴 史 人類 学 研 究所 メ キ シ コM.L.0.イ トル ピ ー ド

7.JapaneseRepresentativeWoods-HINOKIandSUGI(日 本 を象 徴す る木

桧 と杉)東 京 大 学 杉 山 英 男

11月3日(水)

第 皿 部 会

8.ConservationProblemsofWoodenCulturalPropertyintheNational

Museum,NewDelhi(ニ ュー デ リー 国立 博 物 館 にお け る木 造 文 化 財 の保 存 問 題)

ニ ュー デ リー国 立 博 物 館 イ ン ドA .S.ビ シ ユ ト

9.PreservingaWoodenBuildingasaMuseumObject(博 物 館 展 示 品 と して

の 木造 建 築 の保 存)

古 器 物 歴 史 記 念 物 国 内 委 員 会 フ ィン ラ ン ドP.カ イ ラ

10.ProblemsontheConservationofWoodenStructuresinIndonesia(イ ン

ドネ シ ア に おけ る木 造 建 造 物 保 存 の 諸 問 題)

ボ ロブ ドウル復 興 事 業 化 学 考 古 学 部 次 長 イ ン ドネ シ ア デ ュ ク ト ・サ ソ トソ

11.ConservationofWoodenSculpture(木 造 彫 刻 の保 存)文 化庁 西 川 杏 太 郎

第 Ⅳ 部 会

1aTheRepairoftheWoodenSculptures(木 造 彫 刻 の修 理)美 術 院 小 野 寺 久幸

13.RestorationofWoodenBuildings(木 造 建 築 の修 復)文 化 庁 鈴 木 嘉吉

14.RepairingofWoodenConstructedCulturalPropertywithPolyurethane

ResinAdhesive(ポ リゥ レタ ン樹 脂 接 着 剤 に よ る木造 文 化財 の 修 理)

日本 大 学 堀 岡 邦典

15.PreservationofWoodenCulturalPropertiesinPakistanwithSpecial

ReferencetoPestControl(パ キ ス タ ンに お け る木 造 文 化 財 の 保 存 一 特 に 虫害

防 除 に つ い て 一)中 央 考 古 学 研 究 所 パ キ ス タ ンCh,リ ー マ ト ・ウラ

16.MediaevalWoodenChurchesinNorway-MaintenanceandConservation

(ノ ル ウ ェ ーに お け る中 世 木 造教 会一 維 持 と保 存)

中 央 歴 史 記 念 物 事務 所 ノル ウ ェーN.マ ル ス テ イ ン

_71_
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11月4日(木)

第V部 会

17.TeachingConservationofWoodenStructures(木 造 建 造物 保存 の教 育 内容

につ い て

前 イ ク ロム所 長 イ ギ リスB.M.フ ィール デ ン(F.チ ャー ル ズ代 読)

18.ProblemsofPreservationofLesserHistoricBuildingsinEngland(英 国 に

お け る歴 史 性 希 薄 な 建 造 物 の 保 存 の諸 問 題)

建 築 家 イ ギ リスF.チ ャ ール ズ

19.TheDevelopmentofTrainingProgrammeforConservatorsofWooden

ArchitecturalMonumentsinJapan(木 造 文 化 財 建 造 物 保 存 技 術 者 義 成 の 発 展)

文 化 財 建 造 物 保 存 技 術 協 会 高 端 政 雄

20.SomeThingsthataTraineeShouldBeTaughtAboutWoodandWood

Preservation(木 造 文 化 財 保 存 の た め の 研 修 プ ロ グ ラム)

国 際 木 材 保 存 研 究 会 ス ウ ェ ーデ ンR.コ ッ ク ク ・フ ト

21.CulturalmonumentsinBulgaria,madeofWood(ブ ル ガ リア に おけ る木

造 文 化 財)ソ フ ィア 国立 文 化 財 研 究 所 ブル ガ リアV.A.ベ レ ヴ

第VI部 会

22.Speech通 商 ア タシ ェ ケニ ヤ大 使 館A・N・ ワル セ

23.StudyofWoodPolychromedSculpturefrom12thCenturyandProb-

1emsofitsRestoration(12世 紀 の 彩 色木 彫 像 の 研 究及 び そ の修 復 の問 題 点)

歴 史 記 念 物 研 究 所 フ ラ ソ スM.ス テ フ ァナ ジ

24.WoodenObjectsofNepa1(ネ パ ー ル に お け る木造 文 化財)

考 古 局 ネパ ー ルU.N.サ プ コ タ

25.ThreeResearchProblems(3つ の 研 究 問題)

コ ロ ン ビア大 学 ア メ リ カN.R.ワ イ ス

26.AProjectforanInternationalCourseonWoodenConservation

Technology(木 材 保 存 技 術 の 国 際 コ ー スの 計 画)
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会 議

中 央 修 復 研 究 所 イ タ リアP.モ ー ラ

ICCROMイ タ リァG,ト ラ ッヵ(H,ダ イ フ ク代読)

27,・NotesonthepaperofProf.MoraandG.Torraca(モ ・一ラ,ト ラ ッカ両

氏 の論 文 に 関 す る覚 書)

コ ンサ ル タ ン ト オ ース トリア 記 念物 課G.ト リ ップ

11月5日(金)

日光 視 察

11月6日(土)

総 合 討 議 司 会 伊 藤 延 男,G.ト リッ プ,

最 終 報 告 起 草 者H.ダ イ フ ク

〈参 加 者 〉

文 化庁 及 び付 属 機 関,諸 博物 館 ・美 術 館 等 職 員,諸 大学 研 究 者 及 び修 復 技 術 者

等91名 。

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

第12回 文 化財保 存修復研究協膿会

日 時 昭和58年3月1日(火)

会 場 本研究所別館会議室

主 題 文化財の紙 について

紙は絵,書 な ど文化財の主た るもので,最 も重要な る素材の一つであ る。吾が国に

は和紙 とい う優れた材料 と伝 統的 な高度 の装潰技術が あって文化財の保存修理に大き

く貢献 して きた。 しか るに,昨 今近代 の洋紙に よる文献資料の保存法については新た

な問題が大 き くな りつつあ る。 これ らの諸問題 につい て科学的な対応が不足 してい る

のが現状で あ る。今回は紙の保存修理 に関 しての問題提起 を して,今 後の対応処置に

つ いて協議 しようとす るものであ る。文化財 の紙 について の保存管理,修 復技法,お

よび劣化現象 につい てそれぞれの現場 か らの 報告が よせ られ,活 発 な 討議が 行われ

た。

参加者は,文 化庁文化財保護部長,文 化財鑑 査官,美 術工芸課長 以下記 念物課,美

術工 芸課,建 造物課,無 形文化民俗文化課の各担当官,東 京国立博物 館,京 都 国立博
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物館,奈 良国立文化財研究所,国 立歴史民俗博物館,東 京芸術大学,東 京大学史料編

さん所,宮 内庁書陵部,正 倉院事務所,国 立国会図書館,国 立公文書館の関係担当

官,お よび文化財建造物保存技術協会,元 興寺文化財研究所,そ の他修復技術者の出

席を得た。

(発表課題,発 表者)

1

2

3

4

ρ
0

β0

文化財修理における紙の用いられ方 国宝修理装漬師連盟

古典籍,古 文書の保存修理の問題点 宮内庁書陵部図書課

紙を素地とする書画の修理をめぐって 文化庁主任文化財調査官

保存,修 復用資材としての和紙製造の問題点 美術部主任研究官

紙の褐色斑病につ いて

紙の劣化について

第11回文化財保存科学懇談会

日 時 昭和58年3月9日(水)

場 所 本研究所別館会議室

保存科学部生物研究室長

東京大学農学部助教授

遠藤 隆夫

森 縣

渡辺 明義

増田 勝彦

新井 英夫

臼田 誠人

○

文化財 の保存 と修復 に関 し,東 京国立文化財研究所保存科 学部,修 復技術部 の調査

研究が円滑に推進 され,文 化財保存事業に効果を もた らす ことを 目的 とし,文 化庁文

化財保護 部長,文 化財鑑査官,管 理課,記 念 物課,建 造物課,美 術工芸課,無 形文化

民俗文化 課の課長 および担当官の出席を得て,本 年度 における両部 の特別研究,受 託

研究,一 般研究 の報告 を行い,昭 和58年 度の両部の調査研究 計画を説明 し懇談 した。

なお,次 年度か らは両部のみな らず,美 術,芸 能,情 報資料部の参加を得 て懇談す る

ように計画 したい。

5国 際 ・国内交流

美 術 部

柳澤孝第一研究室長は,パ リ・ギ メ美術館蔵の バー ミヤ ーン ・中央ア ジア ・敦煽将

来絵 画研究のため,フ ランスに出張 した。(57.5.30～57.6.14)

さらに,ボ ス トソ美術館 主催 「日本絵画に関す るシンポジ ウム」における研究発表者

としてア メ リカ合衆 国に出張 し,ボ ス トン美術館及び メ トロポ リタ ン美術館所蔵の 日

本仏教絵 画の調査研究 を行 った。(57.11.1^57.11.15)
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第一研究室増 田勝彦研究員は,前 年度 よ り引続 きICCROM(文 化財保存修復 のため

の国際 セ ンター,イ タ リア国 ローマ市)に おい て,ユ ネスコ ・ア ソシエイ トエ キスパ

ー トと して,紙 本絵画文書修復 の技術研修 コースを受持 った。(56.8.13～57.&15)
●

保 存科 学 部

新井英夫生物研究室長は,韓 国政府の招請を受け,昭 和57年6月20日 よ り7月24日

まで韓 国文化財管理局文化財研究所において,韓 国文化 財の生物 被害 の実態 調査な ら

びに加害生物防除法の共同研究を実施 した。

門倉武夫主任研究官は,文 部省短期在 外研究 員と して,昭 和57年10月10日 か ら12月

9日 まで,環 境汚染が文 化財 にお よぼす 影響 と防除 に関す る研究 のため,米 国(ス ミ

ソニヤ ン研究所 アナ リテ ィカル ラボ ラ トリー,ニ ュー ヨー ク大学,サ ンフラ ンシスコ

アジヤ美術館,ビ シ ョップ博物館)お よび カナダ(カ ナダ国立文化財研究所)に 出張 し

た。

修 復技 術 部

第三修復技術研究室青木繁夫研究員は,昭 和57年9月7日 か ら19日 迄,中 華人民共

和 国に出張 し,敦 煽,西 安兵馬備坑,章 懐太子墓な どの遺構 保存 の調査を行 った。

情 報 資 料 部

上野 アキ文献資料研究室長は京都国立 博物館及び唯是荘 において開催 され た第1回

国際交流美術史研究会 に出席 し,「中央 アジアにおけ る花 鳥表現」と題 して研究 発表を

行 った。(5犠1α21～1α28)

江上綬主任研究官は,ブ リテ ィッシ ュ ・コロンビア 大学におけ る「日本研究 のため

の大平記念 プログラム」の一一部 をなす経 巻装 飾画 に関す る 共同研究 のため,招 聰研究

員 として カナ ダに出張 した。(57.9.18～9.29)

関 口正之写真資料研究室長 と 同室鈴木廣之研究員は,米 国ボ ス トン 美術館主催 の

「日本絵 画に 関す るシ ソポジウム」に 出席 し,あ わせて 同 館所蔵の 日本絵画を調査 し

た。(57,11.1～11,10関 口,57.11.1～11.11鈴 木)

写 真資料研究室鈴木廣之研究員は中華人民共和国に出張 し,北 京 ・上 海 ・蘇 州の博

物 館の中国絵画作品の見学 ・調査 を行 った。(57.1α1～10.14)
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事 業

海 外 研 究 者 の 来 訪
5.57.4.1-5.58.3.31

国 名 所 属 氏 名
レ

中 国 敦燈文物研究所長 段 文 傑
,'

噛

〃 所 貝 噛 史 葦 湘
〃 NIl 賀 世 哲

〃 〃 〃 関 友 恵

〃 "通 訳 巨 東 梅

ア メ リ カ インデ ィアナ大学 C.オ スカー

中 国 中国文物工作者友好訪問団団長 任 質 斌

" 〃 秘書長 郭 労 力
'「 "団 貝 史 桐 青

" "通 訳 田 増 隼

フ ィ リ ピ ン ソ リダリダー ド画廊 E.J.フ オ セ

中 国 故宮博物院副院長 栩 伯 迭

オ ラ ン ダ 生物学 ・考占学研究所 H.T,ウ ォーターボルク

中 華 民 国 行政院x化建設委貝会所長 楊 崇 森

〃 〃 科!r 荘 芳 榮

中 国 中岡科学院地球化学研究所(副 所Jac) 欧 陽 自 道

〃 中国商藁部生漆技術考寮組 李 子 科

11 〃 楊 承 梓
〃 〃 杜 予 民

〃 〃 彊 継 明

〃 " 暫 金 桂

ア メ リ カ バージニア工科大学 D.N.S.ホ ン

フ ラ ン ス フ ラン ス ・アカデ ミー(ロ ー マ) N.ラ バ ネ ル

" バ ロ ツコ美術 館(ロ ー マ) M.レ ー 二

輪 国 文化財管理局宮園管理課長 金 光 洛
〃 "補 修課長 禺 鍾 善

イ ン ド フォー ド財団企画委貝 P.サ ン ドラ

ブ イ ン ラ ン ド 国立職業訓練校文化財保獲 コー ス L.ヴ ィクス トロ ム

ブ イ ン ラ ン ド 文化財国内委貝会 P.カ イ ラ

中 帳 民 国 行政院文化鍵設委員会副主任委貝 孔 秋 泉

イ ギ リ ス 英国国立図轡館 M.バ ーナ ー ド

カ ナ ダ カナダ国立博物館 ・ G.F.マ ク ドナ ル ド

ア メ リ カ ロサンゼル ス州立美術館 V.プ ルー ス ヒル

" エ ィチソンアン ドウェイターズ美術品修理所 R.エ イチ ソン

〃 ロサンゼルス州立美術館 L.M.ク ル ー ス

〃 メ トロポ リタン美術 館 B.フ ィス タ

イ ギ リ ス ア トラ ンテ ィス ・ペ ー ハー㈱ D.ブ ラウ ン

u 〃 S.ヴ ェルフ

" インド関係公文脅館 F.マ ー シュ

才一 ス トラリア ニ ュー サ ウ ス ・ウェー ル ズ美術 館 R.デ ヴ ィ

〃 11 F.デ ヴィ

中 国 中国政府文化官 貝代表団団長 」.谷

〃 〃 団 員 穆 小 林

タ イ バンコク園立博物館 W.ラ ージピータ ック

一76一
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国際 ・国内交流

招へい研究員

昭和53年度より招へい研究員の制度が設けられ,本 年度は国外2名,国 内2名 の研

究員に研究が委嘱され,下 記のように共同研究が行われた。

1)デ ュクト・サソトソ(ボロブドール復興事業化学考古学部次長)

共同研 究課題 木造文化財保存の研究

研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理

委 嘱 期 間57年11月1日 ～11月30日

2)パ ヌー・カイラ(古羅物歴史記念物国内委員会建築家)

共 同研究課題 木造文化財建造物保存の研究

研 究 代 衷 者 修復技術部長 鈴木 友也

委 嘱 期 間57年11月1日 ～12月6日

3)石 田 泰弘(福岡市美術館学芸課主任)

共 同研究課題 近代美術研究についての文献調査

研 究 代 表 者 美術部長 真保 亨

委 嘱 期 間58年2月21日 ～3月28日

4)呉 屋 充庸(群馬工業高等専門学校機械工学科教授)

共同研究課題X線 解析写真測量の文化財に関する応用

研 究 代 表 者 保存科学部長 江本 義理

委 嘱 期 間58年3月1日 ～3月31日

D

職 員 の 海 外 出 張 及 び 研 修 旅行

①渡航先 ② 目的 ③期 間 ④ 旅費の出途

柳澤 孝

① フランス

② フラ ソス所在 バー ミヤーン,中 央 アジア,敦 煽 将来絵画 の調査 研究

Q357.5,30^57.6.14

④ 自 費

一??一



事

新井

①

0

0

④

青木

0

②

③

④

江上

O

②

0

④

鈴木

O

O

3

④

門倉

0

②

0

④

柳沢

0

②

0

業

英夫

韓 国

韓 国に おけ る文化財 の生物被害 とその防除法に関 す る調査研究

57.6.20^57.7.24

韓 国政府

繁 夫

中華人 民共和 国

中国における遺跡 ・遺構保存 の調査

57.9.7^-57.9.19

自 費

綴

カナダ

ブ リテ ィシュ ・コロンビァ大 学におけ る経巻装飾画 に関す る共同研究

57.9.18-x57.9.29

ブ リテ ィシs・ コ ロンビア大 学

贋之

中華人民 共和 国(北京 ・上海)

中国絵画 の調査 お よび 日本近世絵画 と中国画の影響 関係についての調査研究

57.10.1^57.10.14

自 費

武夫

アメ リカ,カ ナ ダ

環境汚染が文化財に及ぼす影響 と防除に関す る研究

57.10.10^57.12.9

文部省在外研究員旅費

孝

アメ リカ

ボス トン美術館主催「日本絵画の シンポジ ウム」出席 と在米仏教絵画の調査

57.11.1^57.11.15

-78一
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国際 ・国内交流

④ ボス トン美術館

関 口 正之

① アメ リカ

② ボ ス トン美術館主催 「日本絵 画の シンポジ ウム」出席 と在米 日本仏画 の調査

Q357.11.1^57.11.10

④ ボ ス トン美術館

鈴木 庚之

① アメ リカ

② ボス トン美術館主催「日本絵 画の シソポジ ウム」出席 と在米近世絵画作 品の調

査

●57.11.157.11.11

④ ボス トン美術館

O

O
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V研 究施設 ・設備
,

1蔵 書 ●

美 術 関 係 図 書

日本 ・東洋古美術,日 本近 代 ・現 代美術,西 洋美術 の全般にわた る研 究 書 を 中 心

に,関 連図書,各 種叢 書,辞 典類な ど和 漢書(36,700),洋 書(3,940)計40,640冊 のほ

か,各 都道府県市町村教育委員会編集の文化財関係報 告書,美 術関係雑誌,紀 要 類,売

立目録,展 覧会 目録 などを所蔵 し,部内外及び研究所外の研 究者 の利用に供 してい る。

芸 能 関 係 図 書

雅 楽 ・能 ・歌 舞伎 ・文楽 ・邦 楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他わが国の伝 統芸

能の研究に必要 な図書6,994冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・

テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民 俗芸 術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝

脱な どの雑誌,そ れに丸本 ・謡 本な どの台本 も収集 してい る。

保 存 科 学 ・修 復 技 術 関 係 図 書

古来の伝統的生産及び工芸技 術書,技 術史,又 は数少ないそれ らの科学的究明 を試

みた もの,修 理工事報告書,及 び化学 ・物理学 ・生物学部 門の保存科学に関連あ る和

洋書 を合 わせ て2,335冊 を所蔵 してい る。

過去3年 間 におけ る収書数 と総計は次表の とお りである。

≧/魂 監i灘蜀難 箋L」
55年 酬3483冊153冊i844冊1珊 ≧哩L遡 」4,437ffi}

56年 度凹 「5凶7r五 〃128・ 〃i4〃 【52〃125〃93・ 〃

57年 度822〃i39〃1438〃i・ 〃126〃124〃1,349〃

総 数i}367・ ・〃1394・ 〃i6929〃165〃[・479〃19・6〃150,・ ・9〃

G
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■

2出 版 物

出 版 物

●
美 術 部 ・情 報 資料 部

(1)美 術 研 究

昭和7年 よ り同58年3月 までに通算323号 を刊行 した。

(2)日 本 美術 年 鑑

昭和11年 創刊。毎年1冊(た だ し昭和19～21,同22～26,

し,昭 和58年3月 までに38冊 を刊行 した。

同49^50年 は各合冊)出版

■

■

(3)そ の他の出版物

支那古版図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗華張萱掘練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

富貴寺壁画

印度及南部アジア美術資料

光悦色紙帖

菱田春草

能恵法師絵詞

宮素然筆明妃出塞図巻

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

日本美術資料

近代日本美術資料

一81一

(美術研究資料第1輯)

(美術研究資料第2輯)

(美術研究資料第3輯)

(美術研究資料第4輯)

(美術研究資料第5輯)

(美術研究資料第6輯)

(美術研究資料第7輯)

(美術研究資料第8輯)

(美術研究資料第9輯)

(美術研究資料第10輯)

(美術研究資料第11輯)

第1輯

第2輯

第3輯

第4輯

第5輯

第1輯

昭和7

昭和9

昭和10

昭和11

昭和12

昭和13

昭和14

昭和14

昭和15

昭和15

昭和16

昭和13

昭和14

昭和15

昭和16

昭和17

昭和23



研究施設 ・設備

近代日本美術資料

近代日本美術資料

墨跡資料集

墨跡資料集

塾跡資料集

源氏物籍絵巻

黒田溝輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八角堂の研究

法隆寺金堂延築及び壁画の文様研究

無田清輝作品集

高雄曼茶羅

明治奨術基礎資料集

東洋美術文献目録

東洋美術文献目録続編

東洋古美術文献目録

美術研究索引

美術研究総目録

東洋美術文献目録

日本東洋古X術 文献目録

明治以降昭和10年 まで

昭和11年 ～同20年

昭和21年 ～同25年

第1号 ～第100号

第1号^-X230号

明治以降昭和10年 まで(再 刊)

昭和11年 ～ 同40年

第2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和26

昭和24

昭和24

昭和25

昭和26

昭和28

昭和29

昭和41

昭和50

昭和16

昭和23

昭和29

昭和16

昭和16

昭和42

昭和44

ほかに科学研究費補助金(研究成果刊行費)の交付を受け,又 は本研究所の監修で

刊行された図書は次のとおりである。

光学的方法による古美術品の研究

東京国立文化財研究所光学研究班編

梁楷

醍醐寺五重塔の壁画

平安時代世俗画の研究

近代日本美術の研究

黒田清輝

美術研究所編

高田 修編

秋山光和著

隈元謙次郎著

隈元謙次郎著

一82一

吉川弘文館

便利堂

吉川弘文館

吉川弘文館

大蔵省印刷局

日本経済新聞社

昭和30

昭和32

昭和34

昭和39

昭和39

昭和41

1

■
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■

℃

●

7

秋山 光和
扇面法華経 柳沢 孝著 鹿島出版会

鈴木 敬三

金字宝塔曼陀羅 宮 次男著 吉川弘文館

黒田清輝素描集 東京国立文化財研究所編 日動出版

芸 能 部

標準日本舞踊譜 創芸社

音盤目録1東 京国立文化財研究所芸能部編

融 準躰 鰯 譜 柵 社
芸能の科学1一 芸能資料集1四 世鶴屋南北作者年表

芸能の科学2一 芸能資料集II鮫 の神楽台本集成

音盤目録∬ 東京国立文化財研究所芸能部編

東大寺修二会 観音悔過(お 水取り)

東京国立文化財研究所芸能部監修 日本ビクター

芸能の科学3一 芸能論考1

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学4一 芸能資料集皿

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学5一 芸能論考II

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学6一 芸能調査録Ir東 大寺修二会の構成と所作」(上)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学7一 芸能調査録IIr東 大寺修二会の構成と所作」(中)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学8一 芸能論考皿

東京国立文化財研究所芸能部編

芸能の科学9一 芸能論考Ⅳ

東京国立文化財研究所芸能部編

音盤目録皿 東京国立文化財研究所芸能部編

一83一

出 版 物

昭和47

昭和50

昭和57

昭和35

昭和41

昭和41

昭和42

昭和42

昭和46

昭和46

昭和47

昭和48

昭和49

昭和50

昭和52

昭和52

昭和53

昭和53



研究施設・設備

芸能の科学10一 芸能論考V

東京国立文化財研究所芸能部編

芸能の科学11一 芸能論考V【

東京国立文化財研究所芸能部編

芸能の科学12一 芸能調査録皿 「東大寺修二会の構成と所作」(下)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学13一 芸能調査録Ⅳ「東大寺修二会の構成と所作」(別)

東京国立文化財研究所芸能部編 平凡社

芸能の科学14一 芸能論考W

東京国立文化財研究所芸能部編

昭和54

昭和55

昭和55

昭和57

昭和57

○

■

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

(1)保 存 科 学

昭 和39年3月 創 刊 にな る保 存 科 学 部 ・修 復技 術 部 の 機 関 誌 で,年1回 の 刊行 に よ り

昭 和58年3月 迄 に22号 を刊 行 した 。

(2)受 託 研 究 報 告 重 要 文 化 財 円成 寺 本 堂 内 陣 彩 色 剥 落 どめ 他18件 昭和35～ 昭和42

(3)表 具 の科 学(特 別 研 究 ・軸 装 等 の 保 存 及 び 修 復 技 術 に 関す る科 学 的研 究報 告書)

昭和53

国 際 研 究集 会 報 告 書

ProceedingsInternationalSymposiumontheConservationandRestoration

ofCulturalProperty.

ThelstInternationalSymposium

Nov.24-28,1977,Tokyo,NaraandKyoto,Japan

‐ConservationofWood‐(1978)

The2ndInternationalSymposium

Nov.27-30,1978,TokyoandTsukuba,japan

‐CulturalPropertyandAnalyticalChemistry‐(1979)

The3rdInternationalSymposium

Nov.26-29,1979,Tokyo,japan

.,

、
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資 料 ・機 器 ・設 備

‐ConservationofFarEasternArtObjects‐(1980)

The4thInternationalSymposium

August,6-9,1980,Tokyo,japan

‐PreservationandDevelopmentoftheTraditionalPerforming

Arts-(1981)

3資 料

美 術 関 係 資 料

実物 よ りの直接撮影に よる写 真を含 む写 真資料の作成整理 と,購 入写 真,複 写写真

による補足整備に加xて,印 刷物中の図版 を もお さめ るとい う方式 で,当 研 究所設立

当初 よ り一貫 して力を注いで きた写真資料を有す る。それ らは 日本東洋 古美術,日 本

近代 ・現代美術,西 洋美術 の全域にわた り,そ れぞれ絵画,書 蹟,彫 刻,工 芸,建 築

等 の諸部 門に及ぶ。特別大型の ものか ら小型の もの まで総 数凡そ24万 点,原 板保有量

はほぼ3分 の1に あた り,別 に マイ クロ ・フ ィルム255巻 があ る。写真 資料のほか,

拓本,作 家伝記資料,落 款印章資料,近 代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 ス クラ

ップ等 と,図 書 カー ド,図 版 カー ド,各 種索引類な ど多数。

Ψ

芸能 関係 資料

レコー ド・録音 テー プ ・写真(8ミ リ ・16ミ リシネを含む)等 に よる芸 能資料を多数

そなえてい る。 レコー ドには,毎 年各製作会社か ら発売 され る伝統芸能関 係 レコー ド

のほか,昭 和35年 度文 部省機関研究費に よって購入 した安原 コ レクシ ョソ レ コ ー ド

5,450枚 が含 まれてい る。安 原 コレクシ ョンは,明 治 ・大正 ・昭和三代 に わた って発

売 された各種邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近 代 におけ る邦楽 の実態 と変遷を知 る

上で貴重な資料であ る。録音 テー プ及 び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺

院行事 ・民俗芸能その他の伝統 芸能 を対象に記録 してきた もので,奏 演 法の解析を中

心 とした写真 ・テープ,あ るいは各種文書の記録写 真等 も含 んでい る。種別 に よる所

蔵数は次 のとお りであ る。

一85一
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研究施設・設備

}
区 分 レコード

従来方式IPCM掴8mml・6mmi

翻 獅49、 枚

昭和56年 度346枚

昭和57年 度195枚

計}6,932枚
し

録音翌 一一 攣 一」写真幽

2,336・ 本1・98本
.3坐 靴 鯵

　 　

50本10本1° 本0本 多 数
14・ 本 「

竺ll・ 本1・ 本{・ 本{多 数!4・ 本}

2,45・本14・ 本1・98本14本 多 数18・ 本;

II .1-11

4機 器 ・設 備

莫 術 部 ・情 報 資 料 部

機 器

1.X線 透過撮影装置

(1)可 搬式 ソフテックス装置(J型)1式

② 可搬式 ソフテックス装置(新J型)1式

(3)携 帯用 ソフテ ヅクス装置(E型)1式

2.紫 外線照射装置

(1)可 搬式照射装置(フ ィリップス紫外線 ランプ及び専用 トランス)2台

② 携 帯用紫外 線検査 器1台

3.顕 微鏡装置

(1)双 眼実体顕 微鏡及 び写真 装置1式

② 新 型双 眼実 体顕微鏡及び カラー顕微鏡写真同時撮影装置(可 動支持台及

び携 帯用スタ ン ド)1式

(3)検 査顕 微鏡 用側視鏡 ユニ ッ ト・モノフォ ト装置1式

(4)比 較顕微鏡 皿型1式

4.赤 外線 テ レビ関係設備

(1)移 動式架台1式

一86一
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機 器 ・設 備

② テ レ ビカ メ ラ(付 ラ イ ト,ズ ー ム レ ンズ)1式

《3)ビ デオ 装 置1式

(4)モ ニ タ ー テ レビ2台

⑤ 高 解 像 度 モ ニ ター テ レビ1台

5.マ イ ク ロ写 真 関 係 設 備

{1》 マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置(付 自動 現 像 機,プ リン タ ー,引 伸 機 ・乾 燥 機 等)

1式

② ポ ー タ ブル ・マ イ ク ロ写 真 撮 影 装 置1式

(3)マ イ ク ロ閲読 機(ル ー モ社 製)3台

(4)リ ー ダ ー ブ リ ソタ ー1台

6.デ ァ ス コー プ(視 聴 覚 教 育 装 置)1台

7.カ メ ラ類

(1}リ ンホ フ カ ル ダ ン1台

(2)リ ンホ フテ ヒニ カ3台

{3)コ メ ッ ト ・ス トロボCP-1200DX1台

㈲ 工 業 用 フ ァイ パ ー ス コー プ1式

8.引 伸 機

(1)オ メガ(4×5)2台

〔2)フ ジA6901台

(3}フ ジS691台

(4)オ メガ(5×7)1台

9.複 写 台

(1)コ ピー ス タ ン ド(1300)1台

(2)ス ラ イ ドコ ピ アMD4001台

io.

ii.

12.

1s.

乾 燥機FCオ ー ト(全 紙)

ドライ マ ウ ン ト シ ー ル コマ ー シ ャル210M

ドライ マ ウ ン ト シ ー ル コマ ー シ ャル70

マル チ カ ー ドセ レ ク ター(HAC841S型)

複写 機 ハ イ カ ー ドL

-8?一

1台

1台

1台

1式

1台
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研 究 施 設 ・設 備

14.製 本 機

(1)サ ー マバ イ ン ドT220

(2)ホ リ ゾンBΩ 一18L

(3)電 動 断 裁 機PC-45

15.プ ロ ジ ェ ク ター キ ャ ビ ンAF-2500

16.タ イ プ ラ イ タ ー オ リベ ッテ ィET-221

1台

1台

1台

1台

1台

の

も

芸 能 部

機 器

1.分 析 機 器

(1)ピ ッチ レ コー ダ ー

② メ ロ グ ラフBT型

2.オ ー デ ィオ関 係 機 器

(1)レ コー ドプ レーヤ ー

② テ レ ビ

(3)テ ー プ レコ ー ダー

(4}ビ デ オ テ ー プ レコ ー ダー

⑤ ス テ レオ 音 声 調 整 卓

(6)ス ピ ー カー

(7)テ ー ブ ダ ビ ン グシ ス テ ム

⑧ 屋 外 取材 用 音 声 機 器 シ ス テ ム

(9)P.C.M.音 響 シス テ ム

3,撮 影 ・影 写 機 器

(1》16mm撮 影 機

(2)16mm映 写 機

(3)8mm撮 影 機

(4)8mm映 写 機

(5)35mm写 真 機

(6}35mmマ イ ク ロフ ィル ム解 読 装 置

..

1台

1式

8台

2台

18台

4台

1台

4個

1式

1式

1式

台

台

台

台

台

台

噌↓

-
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2
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噌⊥
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(7)16mmマ イ クロフ ィル ム解読 ・複写装置

(8)16mmマ イ クロ写真機

(9)16mmシ ネ フィルム分析装置

α① リー ダー ・ブ リソター

α1}ビ デオカ メラ

4.照 明 器 具

(1}ス タ ジオ用照明器具

5。 楽 器

(1}ピ ア ノ

(2}箏

保 存 科 学 部 ・修 復 技 術 部

1.機 器

(1)サ ンシャイ ンウェザー メーター(劣 化促進試験機)

② 万 能試験機(島 津,オ ー トグラフ,イ ソス トロン型,10ト ソ)

(3)回 折格子光照射器

{4)紙 耐採強度試験 機

⑤ 衝撃試験機(シ ャル ピー,ア イ ゾッ ト兼 用)

(6)紙 耐折試験機(MIT)

(7)凍 結融解試験機(コ イ トトロンHNL-T特 殊型)

(8)シ ュ ミッ トハソマー(圧 縮強度測定 用)

2・ 覇微鏡装置

(1)金 属顕微鏡

② 生物顕微鏡

㈲ 表面 ア ラサ顕微鏡

(4)万 能顕微鏡

(5)走 査型電子顕微鏡(JSM-50A型)

3.分 析 装 置

(1)ガ スクロマ トグラフ(ガ ス分析,水 素 イナ ン化検出器 ・熱伝導検出器 ・

熱分解装置付)

:'

1台

1台

1台

1台

2台

1式

1台

1面

o

台

式

台

台

台

台

台

台

-
占

-
占

噌⊥

-
ゐ

噌⊥

噌⊥

-
▲

噌⊥

1台

1台

1台

1式

1式

1式
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(2)ポ ーターガスアナ ライザ ー(MIRAN-1型)

㈲ 回折格子 自記赤外 分光光度計

(4)〃 赤外顕微鏡

(5)自 動記録式示差熱 天秤

(6)炭 素 ・水素 ・窒素分析計

(7)光 電分光光度計(自 記)

(8)螢 光X線 分析装置(標 準型及び非破壊用 大型試料 台つ き)

⑨ 可搬式螢光線分析装置(現 場 可搬用)

αOX線 回折装置及びデバ イシェラー カメラ,

(11)発 光分光分析装置(MI型)(高 圧整流スパー ク,直 流アー ク)

、(12カ ラム用循環 恒温槽

(13超 音波洗浄機

個 細管式等速電 気泳動装置

(15)赤 外分光光度計

(16)固 体用質量分析計

(1の 原子吸光光度 計

4・ 非破壊検査装置

(1)工 業用X線 発生装置(60KVP,4mA)

(2)工 業用X線 発生装 置(200KVP,8mA)

(3)Cs-134γ 線線源(透 視用2Ci)

(4}赤 外線TVカ メラ装置

(5)超 音波探 傷器UFC-201型

⑥ 超 音波式 コンク リー ト試験器

(7)〃 厚み測定器

(8)シ ングアラウ ン ド式音速測定装置UVM-2

5・ 物 性測定機

(1)粒 度分布測定装置

② 熱膨張計

③ レオメーター(粘 性試験用)

-90一

ラウエ カ メラ(結 晶同定)

式

台

台

式

式

台

式

式

式

式
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(4)直 読式動的粘弾性測定 器

⑤ 真空蒸着装置(表 面 薄膜形成 用)

(6)節 振盤機(標 準 フルイ付)

(7)明 石 ロックウエル硬 度計ARK-B

⑧ ゴニオ メー ター(接 触 角測定機)

(9)ゼ ーター電位測定装置

αωPHメ ーター

αD透 水試験機

働 表面張力測定機

⑬ 万能 デジタル計測 シス テム(ユ ーカム8)

(14)フ ィール ド メモ リー

6・ 照明及び温湿度装置

(1》 恒温恒湿室(5～40°C,40^90%)

② 自記分光放射計(光 源 の分光測定)

㈲ ライ トガイ ドカラーメーター(色 彩測定)

(4)恒 温恒 湿槽(0° ～40°C20～90%)

(5}風 速計(熱 式)AMO1

(6)サ ーモ ダックII

(7)恒 温恒湿槽(-30° ～80°C,5.95%)

{8)SMカ ラー コソ ピsタ ー

(9)卓 上型恒温恒湿 器

α① 紫 外線 強度計

7.殺 虫殺菌装置

に}滅 菌装置

② 滅圧殺虫装置

(3}ガ ス滅菌装置GS-15特 型

8.生 物実験用器機 ら

(it超 低温槽(=50°C)

(2)冷 却遠心機(-20° ～5°C)

-91一
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研兜施設,・設備

(3)ピ ンホールサ ンプラーi台

9。 環境汚染測定装置

{11粉 塵計(記 録装置付)1式

② 悪臭分析装置1式

10・,修 復処置装置 ド

{1}真 空凍結乾燥装置1式

噛② 減圧 含浸 装置
1式

{3)エ ヤ ブラッシ ュ装置1式

(4)合 成 樹脂圧入装 置1式

㈲ 水浸木材 用含 浸装置 ド1式

噛{6〕熱風恒温乾燥機1台

(7)装 漢用備品1式

{8)万 能木工機1台

,(9》 漉 嵌 機"1台

αOl超 音波発生装置 べ'「¥1台

""αn蒸 溜 器1台

1f:情 報処理装置

,.,(17PC-8800シ ステム1式

'
② デジタル マルチ メーター ・'1式
國
(3)ユ ニパーサル カウンター1台

(4)ADコ ンバーター1式

5黒 田 記 念 室

黒田記念室 は,本 研究所 の創立者故帝国美術院長子爵黒 田清 輝の功績 を記念するた

めに設 け られた陳 列室 であって,黒 田清輝 の油絵 ・素描 ・写生 帳等 を収蔵 してい る。

創立当時主 として黒 田家 か ら寄贈 された ものは,油 絵125点,素 描170点,写 生帳等

で あるが,そ の後黒田照子 夫人,樺 山愛輔,田 中良氏等か らの寄贈が加わ った。収蔵

品 の主 なるものは,「知 感情 」・「花野」・「湖畔」・「赤髪 の少女」・「も るる日影 」・「温室

花壇」等 であ る。

一一92一
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閲 覧 室

観 覧の 日時 は毎週木 曜 日午 後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧 を停止す る 日は次 の通

りとす る。

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

本研究所において必要があ るときは,前 条の 日時を随時変更す ることがあ る。ただ

し,こ の場合は予め掲示す る。

昭和52年 度 よ り,黒 田清輝作品の地方巡回展を行い,本 年度は香 川県文 化会 館 と高

知県立郷土文化会館で開催 した。

6閲 覧 室

本研究所情報資料部 の図書写真及び各種研究 資料は主 として研究者 ・学者 ・美術 関

係専攻の学生等 の利用に供 してい る。 年間 の閲覧 者数は,約500名 である。

i
1

4
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